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音
楽
取
調
掛
員

こ
の
項
の
資
料
は
自
筆
に
よ
る
『
藷
職
員
履
歴
書
』
を
中
心
と
し
て
、
音
楽
取
調

掛
お
よ
び
東
京
音
楽
学
校
の
在
職
中
に
関
す
る
資
料
に
限

っ
た
。

伊
澤
修
二
（
い
さ
わ
し
ゅ
う
じ）

音
楽
学
校
初
代
校
長

伊
澤
修
二
に
関
し
て
は
音
楽
取
調
掛
の
事
業
す
べ
て
が
彼
の
資
料
と
な
る
の
で
、

こ
こ
で
は
履
歴
書
の
み
に
留
め
る
。

長
野
県
士
族
、
音
楽
取
調
掛
長
・
東
京

履
歴
（
要
約
）

嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
六
月
二
十
九
日
信
濃
国
上
伊
那
郡
高
遠
町
に
於
て
生
る
。

幼
年
よ
り
旧
高
遠
藩
学
校
進
徳
館
に
入
り
和
漢
の
學
問
を
修
め
後
同
校
教
員
及
寮
長

と
な
る
。

明
治
三
年
(
-
八
七

0
)
高
遠
藩
貢
進
生
に
選
ば
れ
大
學
南
校
に
入
り
同
校
の
科
程
を

修
め
る
。

同
五
年
(
-
八
七
二
）
九
月
三
日
文
部
省
(
+
一
等
）
に
出
仕
し
第

一
番
中
學
監
事
を

命
ぜ
ら
れ
た
る
に
よ
り
退
學
す
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
六
月
十
九
日
愛
知
師
範
學
校
長
に
任
命
さ
れ
る
。

七
月
八
日
米

マ

サ

チ

ュ

ー

セ

ッ
ツ

國
に
派
遣
せ
ら
れ
同
國
麻
沙
土
設
州
官
立
ブ
リ
ッ
ヂ
ヲ
ー
ト
ル
師
範
學
校
へ
入
り

師
範
學
科
を
修
め
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
七
月
卒
業
、
次
い
で
ハ
ー
バ
ル
ト
大
學
に
入
り
理
學
諸
科
を
修

め
る
。

同
十

一
年
(
-
八
七
八
）
明
治
九
年
調
査
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
教
育
制
度
調
査
の

結
果
を
『
米
國
學
校
法
』
と
題
し
て
文
部
省
よ
り
出
版
。
四
月
八
日
「
學
校
唱
歌
に

用
ふ
べ
き
音
楽
取
調
の
事
業
に
着
手
す
べ
き
見
込
書
」
を
目
賀
田
種
太
郎
と
連
名
に

て
文
部
大
輔
田
中
不
二
磨
に
上
申
す
。
五
月
二
十
一
日
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
國
。

六
月

「
唱
歌
法
取
調
書
」
お
よ
び
「
掛
圏
解
説
」
を
文
部
省
へ
提
出
。
六
月
十
七
日
東
京

師
範
學
校
へ
雇
わ
れ
る
、
一
ヶ
月
金
九
拾
圏
宛
交
付
。
八
月
二
十
三
日
文
部
省
學
務

課
兼
務
。
十
月
十
六
日
東
京
師
範
學
校
長
補
を
嘱
さ
れ
る
。
十
月
二
十
五
日
文
部
省

内
に
体
操
博
習
所
を
創
設
、
「
新
体
操
法
実
施
」
に

つ
い
て

の
構
想
を
発
表
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
三
月
八
日
音
楽
博
習
所
設
置
の
意
見
を
発
表
。
三
月
二
十
二

日
東
京
師
範
學
校
長
の
任
を
嘱
さ
れ
一
ヶ
月
金
百
圏
交
付
さ
れ
る
。

九
月
新
体
操
法

実
施
の
成
績
報
告
書
を
提
出
。
十
月
七
日
文
部
省
内
に
音
楽
取
調
掛
を
創
設
、
御
用

掛
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
月
三
十
日
音
楽
取
調
に
付
見
込
書
を
文
部
郷
寺
島
宗
則

へ
提
出
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
四
月
ア
メ
リ
カ
よ
り
恩
師
メ
ー
ソ
ン
を
迎
え
、
取
調
事
業
に

着
手
。

同
十
四
年

(
-
八
八
一
）
六
月
二
日
任
文
部
少
書
記
官
。

八
月
三
十
日
叙
従
六
位
。
十

月
二
十
六
日
音
楽
取
調
掛
長
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

同
十
五
年

(
-
八
八
二
）
一
月
音
楽
取
調
事
務
大
要
を
作
成
し
て
輻
岡
文
部
郷
に
上
申

す
る
。
四
月
會
計
局
副
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
編
輯
局
副
長
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
十
五
日
秋
田
山
形
両
縣
下
學
事
巡
視
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
四
月
三
十
日
任
文
部
権
大
書
記
官
。
六
月
五
日
叙
正
六
位
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
三
月
三
日
任
文
部
省
編
輯
局
長
。
四
月
十
日
叙

奏

任
官
二
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等。
同
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
一
月
二
十
七
日
兼
任
東
京
音
楽
學
校
長
、
叙
奏
任
官
二

等
。

同
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
十
一
月
二
十
九
日
大
日
本
帝
國
憲
法
猿
布
記
念
章
受
領
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九
0
)
二
月
十
一
日
図
家
教
育
貼
を
創
立
。
六
月
六
日
東
京
盲
唖

學
校
長
兼
任
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
（
九
月
十
日
ま
で
）
、
叙
奏
任
官
一
等
。

十
一
月
二
十
九
日
奏
楽
堂
に
お
い
て
「
帝
國
議
会
開
院
」
に
つ
き
祝
辞
を
述
べ
る
。

十
二
月
二
十
六
日
叙
勲
六
等
賜
瑞
宝
章。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
l

)

六
月
十
三
日
東
京
音
楽
學
校
長
非
職
を
命
じ
ら
れ
る
。
翌

日
辞
表
提
出
。

伊
澤
修
二
氏
非
職
と
な
り
し
理
由

去
る
十
二
日
の
事
と
か
芝
紅
葉
館
に
て
大
木
文
部
大
臣
新
任
披
露
の
宴
會
を

開
か
れ
た
る
際
伊
澤
修
二
氏
は
文
部
省
が
従
来
統
一
を
鋏
け
る
所
以
を
直
言
し

て
大
木
新
大
臣
に
其
の
弊
を
改
め
ら
れ
た
し
と
の
希
望
を
述
べ
た
る
に
何
か
言

葉
の
行
掛
り
よ
り
辻
文
部
次
官
と
の
口
問
答
と
な
り
果
て
は
互
に
腕
力
に
も
及

ば
ん
ず
る
勢
な
り
し
に
其
の
座
に
居
合
す
人
々
は
頻
り
に
双
方
を
な
だ
め
其
の

場
は
一
先
づ
無
事
に
治
ま
り
し
由
な
り
し
が
翌
日
伊
澤
氏
は
音
楽
學
校
に
在
り

て
何
心
な
く
稽
古
を
始
め
居
た
る
際
大
臣
の
秘
書
官
よ
り
前
夜
酔
中
の
過
言
と

辻
次
官
に
謝
す
べ
し
と
の
注
意
を
書
面
に
て
送
り
越
し
た
る
を
元
来
一
徹
の
伊

澤
氏
な
れ
ば
容
易
に
之
を
承
引
く
様
子
も
な
く
直
ち
に
内
閣
に
赴
き
大
木
大
臣

に
面
會
を
求
め
し
も
巳
に
退
出
の
後
な
り
け
れ
ば
更
に
其
の
官
宅
に
赴
き
色
を

正
し
て
満
腔
の
不
平
を
吐
露
し
殊
に
小
學
令
若
く
は
小
學
校
設
備
準
則
の
如
き

は
僅
々
二
三
人
の
秘
密
會
議
に
て
決
し
た
る
も
の
ゆ
ゑ
他
日
地
方
よ
り
伺
ひ
出

る
疑
点
に
棗
し
て
の
指
令
も
省
中
の
人
々
其
解
繹
を
異
に
す
る
よ
り
自
ら
指
令

の
精
神
ま
ち
／
＼
に
流
れ
如
何
と
も
為
し
難
き
に
至
る
べ
し
云
々
と
活
々
と
述

ベ
出
で
た
る
に
大
木
大
臣
は
夫
は
兎
も
角
暫
く
は
現
今
の
地
位
に
勉
強
し
呉
ず

や
と
慰
諭
す
る
虞
あ
り
し
も
伊
澤
氏
は
断
じ
て
彼
等
と
は
椅
子
を
並
べ
難
し
と

答
へ
て
立
ち
蹄
り
た
る
に
其
翌
日
に
至
り
終
ひ
非
職
の
沙
汰
を
蒙
る
に
至
り
た

伊
澤
修
二
は
一

般
の
誤
解
を
解
く
た
め

『
國
家
敦
育
』
第
十
号
（
明
治
二
十
四
年

七
月
十
二
日
、

社
員
通
信
の
欄
、
三
十
五
！
三
十
六
頁
）
に
そ
の
真
相
を
寄
稿
し
た
。

本
祉
長
伊
澤
修
二
氏
通
信

客
月
十
三
日
小
生
非
職
の
儀
に
付
早
速
諸
君
よ
り
御
見
舞
被
下
深
く
奉
謝
候

右
に
付
種
々
御
問
合
の
次
第
も
有
之
候
へ
共
一
々
御
回
答
も
難
致
に
付
先
以
常

時
往
復
の
書
面
を
左
に
掲
げ
御
一

覧
に
入
れ
申
候

六
月
十
三
日
午
後
六
時
頃
非
職
の
際
令
を
領
せ
し
際
小
生
よ
り
辻
新
次
氏
に

送
り
た
る
書
面
は
左
の
如
し

拝
啓
仕
侯
陳
は
小
生
儀
今
日
非
職
被
命
候
閣
下
に
は
年
束
御
厚
誼
相
蒙
り

侯
虞
近
来
赦
育
事
業
統
一
の
貼
に
就
き
意
見
を
異
に
す
る
に
至
り
た
る
は
誠

に
遺
憾
の
至
り
に
御
座
候
乍
併
小
生
赦
育
上
の
素
志
は
従
来
と
憂
も
異
な
る

所
無
之
侯
間
不
相
愛
御
交
際
被
下
候
は
ゞ
大
幸
の
至
り
に
御
座
候
敬
具

其
翌
十
四
日
辻
氏
よ
り
一
封
の
回
答
書
を
送
ら
れ
た
り
今
同
氏
の
承
諾
を
得
て

其
本
文
を
左
に
掲
ぐ

拝
見
貴
君
今
般
非
職
を
被
命
候
に
付
御
懇
書
を
領
し
所
謝
に
候
然
る
所
貴

君
に
は
年
末
別
し
て
御
厚
誼
を
蒙
り
居
候
に
付
甚
だ
遺
憾
の
至
り
に
御
座
候

得
共
職
務
上
不
得
止
儀
如
何
と
も
致
し
方
無
之
候
併
向
後
と
も
不
相
愛
御
交

際
被
下
何
事
も
御
心
添
被
下
度
切
に
希
望
仕
候
先
は
貴
酬
迄
早
々
下
悉

り
と
云

（『
詔
買
新
聞
』
明
治
二十
四
年
六
月
十
七
日
）
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右
の
往
復
文
御
照
覧
被
下
候
は
A

辻
氏
と
小
生
と
は
全
く
公
務
上
の
貼
に
就

き
意
見
を
異
に

し
た

る
次
第
に
て
赦
育
上
の
私
交
に
就
て
は
少
も
従
前
と
異
な

り
候
事
無
之
は
明
瞭
に
候
間
諸
君
に
も
宜
く
御
諒
察
被
下
度
候
借
其
後
十
六
日

朝
に
至
り
國
會
新
聞
、
都
新
聞
、
東
京
新
報
等
に
小
生
非
職
に
開
す
る
顛
末
な

り
と
て
記
載
せ
し
事
項
相
見
候
其
中
東
京
新
報
に
掲
載
せ
し
記
事
の
如
き
は
大

に
事
賓
を
誤
り
た
る
も
の
と
認
め
候
に
付
早
速
永
井
久
一
郎
氏
に
宛
て
右
記
事

は
大
に
事
実
を
誤
り
小
生
一
身
上
の
迷
惑
も
不
少
且
去
る
十
三
日
午
後
大
木
文

部
大
臣
に
面
謁
直
に
意
見
上
陳
候
節
同
大
臣
の
應
答
に
撼
る
も
小
生
非
職
の
理

由
は
右
記
事
の
如
き
次
第
に
無
之
は
明
白
と
被
存
候
へ
は
何
卒
十
分
事
賓
を
明

に
す
る
の
効
力
あ
る
方
法
を
以
て
右
取
消
の
御
虞
懺
相
成
間
敷
哉
否
ざ
れ
ば
不

得
止
小
生
よ
り
逐
一
の
顛
末
を
公
示
す
る
の
外
無
之
と
存
候
旨
を
申
送
候
虞
同

日
午
後
永
井
氏
よ
り
回
答
あ
り
て
文
部
省
よ
り
非
職
の
理
由
を
新
聞
紙
上
に
記

載
せ
し
む
る
儀
は
難
相
成
小
生
に
於
て
も
非
職
に
開
す
る
顛
末
等
を
公
示
す
る

こ
と
は
難
出
来
筋
と
考
ら
れ
候
申
来
候

右
の
如
き
次
第
に
付
小
生
営
時
の
顛
末
を
通
報
致
し
候
事
は
徳
義
上
憤
ま
さ

る
を
得
さ
る
儀
と
存
候
間
乍
遺
憾
詳
細
の
事
情
は
難
申
上
候
間
宜
布
御
推
察
被

成
下
度
候
頓
首

東
京
音
楽
学
校
を
退
い
て
の
ち
、
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
三
月

『
小
學
唱
歌
集
』

全
六
冊
を
出
版
し
た
。
翌
二
十
六
年
、
伊
澤
修
二
の
蕉
陶
を
受
け
た
教
え
子
有
志
は

彼
に
紀
恩
章
を
贈
っ

た
。
そ
れ
は
表
面
に
天
の
岩
戸
鶏
鳴
の
図
、
裏
面
は
楽
器
と
花

紋
を
彫
刻
し
た
直
径
六
セ

ン
チ
余
り
の
金
牌
で
あ
る
(
『
-音
架
雑
誌
』
第
二
十
九
号
、
明

治
二
十
六
年
二月）。

明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
五
月
伊
澤
は
台
湾
に
渡
っ
た
。
台
湾
総
督
府
学
務

部
長
と
し
て
、
同
地
の
日
本
語

（国
語
）
教
育
に
力
を
入
れ
、
『
日
清
字
音
鑑
』
『
日

台
小
字
典
』
な
ど
を
編
集
し
た
。
三
十
年
(
-
八
九
七
）

貴
族
院
厳
員
。
三
十
六
年

（
一
九

0
三
）
楽
石
社
を
創
立
（
英
語
音
、
支
那
語
音
、
台
湾
語
伝
習
、
視
話
法
、
吃

音
矯
正
、
方
言
矯
正
、
唖
子
発
音
等
諸
科
伝
習
規
則
を
設
け
て
、
希
望
者
を
訓
練
す

る
機
関
）
、
以
後
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
活
躍
と
並
行
し
て
台
湾
教
育
お
よ
び
吃
音

・

聾
唖
者
の
矯
正
事
業
に
生
涯
を
投
じ
た
。
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
五
月
三
日
脳
出

血
の
た
め
没
す
。
六
十
七
歳
。
昭
和
十
三
年
(
-
九
三
八
）
四
月
、
長
野
県
上
伊
那

郡
高
遠
町
の
生
家
前
に
、
東
京
音
楽
学
校
同
声
会
に
よ
っ
て
「
伊
澤
修
二
先
生
出
生

之
地
」
と
い
う
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

伊
澤
修
二
著
（
訳

・
編）

書
目
録

『
敦
授
員
法
初
篇』

（輯
訳
）

明

治

八

年

十

月

二

十

四

日

『
生
種
原
始
論
』
（
翻
訳
）

H
u
x
l
e
y
's
L
e
c
t
u
r
e
s
 
o
n
 O
r
i
gi
n
 of 
S
p
e
c
ies 

明
治
十
二
年
十
二
月

『
學
校
管
理
法
正
編
』

明
治
十
五
年
八
月

（績
編

明
治
十
五
年
九
月

・
正
績
合

巻

明

治
十
五
年
十
月
）

『
敦
育
學

上
巻』

明
治
十
五
年
九
月

（下
巻

明
治
十
六
年
四
月

・
上
下
合
巻

明

治
十
六
年
十
二
月
）

占

'
D
irector
of 
the 
I
n
st
itute 
of 
M
u
s
i
c
"

明
治
十
七
年
二
月

『小
學
唱
歌
集
』
（
編
輯
）
三
巻
（
ほ
か
に

『
唱
歌
略
説』
）

明
治
十
四
年
十
一
月
！
十
七
年
三
月

『進
化
原

論

』

（

翻

訳

）

明

治

二

十
二
年

『
音
架
取
調
成
績
申
報
要
略
』
（
編
輯
）
明
治
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

『帝
國
憲
法
岡
解
』

明
治
二

十
四
年
四
月

『
蜜
諭
大
全
』
（
編
輯
）
全
四
巻

明
治
二
十
五
年
九
月
ー
ニ
十
七
年
十
一
月

『
生
理
的
心
理
新

説

上

巻

』

明

治

三

十
二
年
（
下
巻
は
未
刊
）

『
日
清
字
音
鑑
』

明
治
二
十
八
年
六
月

『
日
台
小
字
典
』
（
編
輯
）

明
治
三
十
一

年
十
二
月

『
視
話
法
』

明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
九
日

贔
麟
清
國
官
話
韻
鏡
及
同
意
字
解
説
書
』

明
治
三
十
七
年
十
二
月
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（こ

の
ほ
か

『麟麟
音
韻
新
論
』『
鱈
麟
東
北
猿
音
矯
正
法
』
）

『
同
文
新
字
典
』
（漢
字
統
一
会
編
）
明
治
四
十
一
年
八
月

贔
訂
會
話
篇
』

明
治
四
十
二
年
七
月

『
視
話
讀
法
』

明
治
四
十
二
年
八
月
十
二
日

『麟
麟
國
語
正

音

法

』

明

治

四

十

三

年

六

月

『

吃

音

通

信

矯

正

博

習

』

明

治

四

十

四

年

（
こ
の
ほ
か

『図
定
小
學
誼
本
正
讀
法
』
『
吃
音
矯
正
練
習
書』

い
ず
れ
も
明
治
四
十
四
年
）

『
支
那
語
正
音
練
習
書
』

大

正

四

年

八

月

『

支

那

語

正

音

猿

微

』

大

正

四

年

十

月

贔

鱈
支
那
語
正

音

韻

鏡

』

大

正

五

年

三

月

贔

麟
支

那

語

正

音

法

』

大

正

六

年

四

月

そ
の
他
、

教
科
書

（
『
小
學
唱
歌
』
『
小
學
讀
本
』
な
ど
十
八
種
）
、
校
閲
本
二
十
四
種

昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
、
五
の
両
日
、
奏
楽
堂
に
お
い
て
教
育
音
楽
研
究
大

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
二
日
目
の
午
後
伊
澤
多
喜
男
、
鈴
木
米
次
郎
、
永
井
幸
次
の
三

名
に
よ
っ
て
伊
澤
修
二
の
思
い
出
が
語
ら
れ
た
。
次
の
談
話
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。

人
間
伊
澤
修
二
の
素
顔
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。
ま
た
明
治
十
年
代
か
ら
二

十
年

代
に
か
け
て
の
東
京
音
楽
学
校
の
状
況
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ

る。
伊
澤
多
喜
男
（
明
治
二
年
ー
昭
和
二
十
四
年
〔

一
八
六
九
！
一
九
四
九
〕
）
は
十
人

兄
弟
（
姉
妹
）
の
第
九
子
、
修
二
は
第
三
子
で
修
二
か
ら
み
る
と
下
か
ら
二
番
目
の

弟
で
あ
る
。
台
湾
総
督
、
東
京
市
長
、
勅
選
貴
族
院
議
員
と
し
て
政
界
で
活
躍
し
た
。

鈴
木
米
次
郎
（
明
治
元
年
ー
昭
和
十
五
年

〔
一
八
六
八

l
一
九
四
〇
〕
）
は
明
治
二

十

一
年
(
-
八
八
八
）
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
、
東
京
師
範
学
校
の
教
師
を
経
て

ニ

十
六
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
東
京
音
楽
学
校
の
教
務
嘱
託
と
な

っ
た
。

永
井
幸
次

（
明
治
七
年
ー
昭
和
四
十
年
〔
一
八
七
四

l
一
九
六
五
〕
）
は
明
治
二

十

九
年

(
-
八
九
六
）

東
京
音
楽
学
校
専
修
部
を
卒
業
、
静
岡
師
範
学
校
、
鳥
取
中
学

校
教
諭
を
経
て
大
阪
に
居
を
定
め
、
大
正
四
年
十
月
大
阪
音
楽
学
校
を
設
立
、
同
学

校
の
校
長
と
し
て
大
阪
の
音
楽
文
化
向
上
に
尽
力

し
た
。
「
関
西
音
楽
界
の
父
」

と

称
さ
れ
て
い
る
。

貴
族
院
議
員

伊
澤
多
喜
男

〔前
略
〕
修
二
は
私
の
兄
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
宜
際
は
親
の
や
う
な
闘
係
で
あ
り

ま
す
。
私
の
父
が
早
く
歿
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
私
は
殆
ど
子
供
の
時
か
ら
し
て
修
二

に
育
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
と
修
二
と
は
十
八
年
も
違
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
で

私
は
明
治
八
年
に
父
に
伴
は
れ
ま
し
て
、
さ
う
し
て
修
二
の
在
職
し
て
居
る
名
古
屋
に

出
た
の
で
あ
り
ま
す
。

其
時
に
修
二
は
官
立
の
愛
知
師
範
學
校
の
校
長
を
し
て
居
り
ま

し
た
。
明
治
七
年
か
ら
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の
参
つ
た
の
は
八
年
で
あ
り
ま

す
。
其
時
に
私
の
多
少
―音
楽
に
闘
係
す
る
記
憶
と
云
ふ
も
の
を
申
上
げ
れ
ば
、
私
は
丁

度
七
つ
の
年
と
記
憶
し
ま
す
。
兎
に
角
其
の
愛
知
師
範
學
校
に
私
は
入
っ
た
の

で
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
私
は
初
め
て
學
校
で
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
習
つ
た
の
で
す
。
唱
歌
と

云
ふ
名
前
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
記
憶
し
ま
せ
ん
が
、
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
習
っ
た
の
は

明
治
八
年
に
愛
知
師
範
學
校
の
附
蜀
小
學
校
の
子
供
と
し
て
習
ひ
ま
し
た
の
が
初
め
。

そ
れ
は
ど
う
云
ふ
も
の
か
と
云
へ
ば
、

「
蝶
々
、

蝶
々
菜
の
花
に
止
ま
れ
」
斯
う
云
ふ

歌
で
あ
り
ま
す
。
之
を
私
は
愛
知
師
範
學
校
の
附
隔
の
子
供
と
し
て
習
っ

た。

是
は
甚

だ
可
笑
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
子
供
の
内
か
ら
ど
う
も
一音
楽
の
天
才
で
あ
っ

た

ら
し
い

の
で
す
。
能
＜
姉
の
背
に
負
ぶ
さ
つ
て
…
…
、

貧
乏
士
族
の
子
で
す
か
ら

し

て
、
姉
の
背
中
に
負
ぶ
さ

つ
て
、
さ
う
し
て
頻
り
と
姉
が
掌
時
の
俗
謡
な
ど
歌
ふ
の
を

小
さ
な
三
つ
四
つ
頃
か
ら
し
て
直
き
に
覺
え
て
、
さ
う
し
て
慎
似
し
て
居
た
も
の
だ
さ

う
で
す
。
で
今
の
や
う
な
事
で
、
明
治
八
年
頃
兄
の
所
へ
行
っ
て
兎
に
角
學
校
で
歌
を

敦
へ
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
す
か
ら
し
て
大
愛
に
得
意
で
あ
っ
た
ら
し
い

の
で
す
。
其

の
時
分
の
事
を
申
上
げ
ま
す
と
云
ふ
と
、

一
櫃
侍
ひ
と
云
ひ
ま
す
か
士
族
と
云
ひ
ま
す

も
の
は
、
歌
を
歌
ふ
と
云
ふ
や
う
な
事
は
非
常
に
撰
斥
さ
れ
た
も
の
で
す
。
彼
奴
は
ど

う
も
歌
を
歌
ふ
、
丸
で
話
に
な
ら
ん
ぢ
や
な
い
か
。
是
が
ま
ア
其
の
嘗
時
の
考
へ
方
で

す。

一
髄
學
校
で
歌
を
歌
ふ
の
は
何
の
為
だ
ら
う
、
歌
を
歌
ふ
の
は
藝
者
か
賣
笑
婦
で

な
く
て
は
歌
は
な
い
も
の
だ
と
思
つ
て
非
常
に
卑
し
ん
だ
次
第
で
す
。
是
は
日
本
が
一

髄
ど
う
し
て
さ
う
云
ふ
風
に
な
っ

た
か
と
云
ふ
こ
と
は
色
々
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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事
だ
と
思
ひ
ま
す
れ
ど
も
、
孔
子
が
證
架
を
以
て
世
を
治
め
る
と
云
ふ
こ
と
を
云
つ

て

居
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
常
時
の
封
建
時
代
と
云
ふ
も
の
は
非
常
に
證
楽
と
云
ひ
ま
す

が
、
＿
音
楽
或
は
も
う
少
し
普
通
の
言
葉
で
云
へ
ば
、
歌
を
歌
ふ
と
か
三
味
線
を
弾
く
と

か
云
ふ
こ
と
は
堕
落
の
極
だ
、
斯
う
云
ふ
風
に
考
へ
た
。
今
で
も
さ
う
云
ふ
考
へ
を
す

る
人
が
相
嘗
に
多
い
と
思
ひ
ま
す
。
さ
う
云
ふ
時
代
に
、
私
の
兄
か
學
校
に
唱
歌
と
云

ふ
も
の
を
持
つ
て
来
た
の
は
明
治
七
年
で
す
。
現
に
私
は
そ
れ
を
習
つ
た
。
さ
う
云
ふ

事
賓
を
御
話
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
兄
は
明
治
七
年
八
年
愛
知
師
範
學
校
の
校
長
を
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
ま

ア
掌
時
の
政
府
に
認
め
ら
れ
ま
し
て
、
さ
う
し
て
敦
育
學
科
取
調
と
云
ふ
命
を
受
け
ま

し
て

ア
メ
リ
カ
ヘ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
留
學
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
敦

育
の
學
科
と
云
ふ
事
は
敦
育
制
度
と
云
ふ
風
に
申
し
た
方
が
宜
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。
何

と
云

っ
た
か
、
博
記
の
中
に
書
い
て
あ
り
ま
せ
う
が
、
兎
に
角
敦
育
制
度
の
取
調
と
云

ふ
名
前
を
掲
け
ま
し
て
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
さ
う
し
て
其
の
時
目
賀
田
種

太
郎
君
な
ど
も
一
緒
に
行
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
目
賀
田
君
は
留
學
生
の
監
督
に
行

か
れ
ま
し
た
。
私
の
兄
は
學
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
役
人
で
あ
り
ま
す
。
役
人
と
し
て

敦
育
取
調
の
為
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
敦
育
を
取
調
べ
る
と
云
ふ

こ
と

の
為
に
は
高
等
師
範
學
校
に
入
れ
ば
宜
し
い
と
云
ふ
風
に
考
へ
て
、
そ
れ
で
ブ
リ

ツ
ヂ
オ
ー
タ
ー
の
師
範
學
校
に
入
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
時
に
一
音
楽
以
外
の
學
科
は

常
に
先
づ
一
番
か
二
番
位
の
非
常
に
好
い
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。
所
が
一
音
楽
だ
け
は
丸

き
り
黙
敷
を
附
け
ら
れ
ん
、

要
す
る
に
音
楽
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
丸
き
り
理
解
が
無

い
。
そ
れ
で
ど
う
し
た
か
と
云
ふ
と
、
日
本
人
は
音
楽
と
云
ふ
も
の
に
就
て
は
全
く
無

能
力
で
あ
る
か
ら
し
て
、

お
前
は
氣
の
毒
だ
か
ら
し
て
一
音
楽
の
學
科
は
免
除
し
て
や
る

と
云
ふ
こ
と
を
云
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
非
常
に
残
念
が
つ
て
、
さ
う
し
て

何
と
か
し
て
自
分
は
他
と
同
じ
ゃ
う
な
扱
ひ
を
受
け
た
い
と
非
常
な
努
力
を
し
た

の
で

あ
り
ま
す
。
非
常
に
努
力
を
し
て
さ
う
し
て
兎
に
角
先
づ
相
堂
の
成
績
を
一音楽
に
於
て

も
暴
げ
て
立
派
に
學
校
は
卒
業
し
ま
し
た
が
、
其
の
時
に
私
の
兄
を
指
導
し
て
呉
れ
た

の
は
メ
ー
ソ
ン
と
云
ふ
先
生
で
す
。
此
の
方
が
非
常
に
立
派
な
一
音
楽
敦
育
家
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

＿
音
楽
家
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
昔
架
数
育
家
で
兄
は

此
の
メ
ー
ソ
ン
と
云
ふ
人
に
指
導
さ
れ
て、

質
に
立
派
な
敦
育
家
だ
と
云
ふ
風
に
考

へ

ま
し
て
後
日
日
本
へ
同
氏
を
招
聘
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
日
本
人
と
云
ふ
も

の
は
丸
で
＿
音
楽
に
附
て
は
無
力
だ
と
云
ふ
こ
と
は
な
い
、
又
所
謂
情
操
敦
育
か
ら
云
つ

て
＿音
楽
と
云
ふ
も
の
は
非
常
に
大
事
だ
、
先
刻
云
っ
た
譴
楽
を
以
て
世
を
治
め
る
と
云

ふ
こ
と
か
ら
云
つ
て
も
非
常
に
大
事
だ
と
云
ふ
の
で
、
非
常
に
＿音
楽
と
云
ふ
事
に
就
て

熱
を
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
明
治
十
一
年
で
あ
り
ま
す
か
内
地
に
鱚
つ
て
参
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
今
日

の
高
等
師
範
學
校
の
敦
頭
の
や
う
な
地
位
に
就
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
所
謂
ア
メ
リ
カ

鰭
り
の
非
常
に
教
育
の
研
究
を
し
て
来
た
人
間
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
営
時
非
常
に

重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
今
日
の
師
範
敦
育
と
云
ひ
ま
す
か
、
先
づ
其

の
創
始
者
と
云
ふ
の
は
私
の
兄
で
あ
り
ま
す
。

で
冦
で
申
上
げ
ま
す
が
、
私
の
兄
は
、
私
か
ら
申
す
と
烏
滸
し
い
の
で
す
け
れ
ど

も
、
所
謂
物
の
創
造
、
ク
リ
エ

ー
ト
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
非
常
な
偉
い
人
だ
と

思
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
例
へ
ば
＿
音
楽
、
例
へ
ば
骰
操
、
例

へ
ば
聾
唖
敦
育
、
例

へ
ば
師
範
敦
育
は
無
論
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
し
て
國
民
精
紳
敦
育
外
地
の

敦
育
郎
ち
豪
潤
教
育
と
か
、
兎
に
角
教
育
と
云
ふ
方
面
か
ら
行
き
ま
し
て
各
方
面
の
事

は
私
の
兄
が
全
部
創
始
し
た
と
云
ふ
風
に
私
は
申
し
て
差
支

へ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
晩

年
に
な
っ
て
今
の
吃
昔
矯
正
と
云
ふ
や
う
な
事
も
や
り
ま
し
た
が
、
是
は
彼
の
や
っ

た

仕
事
の
内
の
貿
は
一
端
で
、
是
は
所
謂
昔
韻
學
と
云
ふ
も
の
A

ー
つ
の
適
用
と
申
し
ま

す
か
ア
ッ
。
フ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な

い
。
世
の
中
で
は
伊
澤
修
二
と
云
ふ
と
、
何
か

吃
音
矯
正
の
先
生
の
や
う
に
考
へ
て
居
る
者
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
左
様
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
昔
韻
學
の
一
端
の
現
は
れ
で
、
吃

l

音
矯
正
と
云
ふ
や
う
な
事

は
唯
一
っ
の
現
は
れ
で
、東
北
な
ど
の
訛
昔
矯
正
、
訛
の
矯
正
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
。
そ

れ
か
ら
尚
ほ
摘
が

つ
て
行
き
ま
し
て
、

私
の
兄
が
終
ひ
迄
熱
心
に
や
っ
た
と
云
ふ
こ
と

は
所
謂
人
類
愛
と
云
ひ
ま
す
か
、
其
の
現
は
れ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
詰
り
支
那

語
の
統
一
を
圏
る

こ
と
、
是
は
私
の
兄
が
敷
十
年
努
力
し
た
事
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
云

ふ
動
機
で
あ
る
か
と
云
へ
ば
、
詰
り
支
那
と
云
ふ
も
の
は
四
百
餘
州
で
四
億
の
民
衆
が

居
る
。
所
が
支
那
人
が
お
互
に
話
を
し
よ
う
と
云
ふ
時
に
は
丸
で
話
が
出
来
な
い
。
例

へ
ば
輻
建
の
者
と
廣
東
の
者
と
は
言
葉
が
違
ふ
の

で
話
が
出
来
な
い
。
北
の
者
と
南
の

者
は
無
論
出
来
な
い
。
彼
等
が
互
に
話
を
す
る
時
に
は
英
語
を
使
っ
て
居
る
と
云
ふ
。
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誠
に
氣
の
毒
千
萬
な
事
で
す
。
是
は
支
那
の
四
億
の
人
が
氣
の
毒
で
あ
る
、
何
と
か
し

て
支
那
に
持
つ
て
行
っ
て
基
礎
的
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
と
云
ふ
も
の
を
興

ヘ

た
い
と
云
ふ
こ
と
を
私
の
兄
が
考
へ
て
居
つ
た
。
そ
れ
が
自
分
が
非
常
な
長
い
二

十
敷

年
間
の
時
を
費
し
、
さ
う
し
て
甚
だ
金
持
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分
の

私
財
を
投
じ
て
支
那
人
と
か
豪
問
人
と
か
、
そ
れ
か
ら
し
て
東
亜
同
文
書
院
の
卒
業
生

と
云
ふ
も
の
を
使
っ
て、

敷
十
年
努
力
を
し
て
、

そ
れ
を
完
成
し
た
。
完
成
し
て
そ
れ

で
死
ぬ
前
年
に
渦
洲
に
行
き
ま
し
た
。
さ
う
し
て
支
那
人
を
集
め
て
之
を
講
習
し
、
内

地
人
も
此
の
中
に
居
り
ま
し
た
。
之
を
賓
際
や
つ

て
見
て
非
常
に
成
績
が
好
か
っ

た
と

云
つ
て
兄
は
喜
ん
で
、
来
年
は
も
つ
と
行
っ
て
、
来
年
再
来
年
、
自
分
の
生
き
て
居
る

間
に
此
の
仕
事
を
完
成
し
て
、
さ
う
し
て
支
那
の
感
民
に
共
通
の
図
語
を
典

へ
て
や
ら

う
。
是
は
私
の
兄
が
死
ぬ
迄
や
り
ま
し
た
。
其
の
死
ぬ
時
は
兄
は
脳
溢
血
に
罹
つ
て
死

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
時
に
書
い
た
絶
筆
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
ず
っ
と
今
の

や
う
な
事
を
書
い
て
、
自
分
は
斯
う
云
ふ
事
を
や
っ
て
来
た
、
是
は
完
成
し
た
、
さ
う

し
て
今
年
に
な
つ
て
賓
地
に
試
み
た
が
大
愛
成
績
が
好
か
っ
た
と
云
ふ
事
を
書
き
ま
し

て
、
さ
う
し
て
微
意
の
あ
る
所
を
察
せ
ら
れ
た
し
と
書
か
う
と
思
っ
た
時
に
は
辿
も
い

け
な
く
な

つ
て、

其
の
先
が
書
け
な
く
な
つ
て
筆
を
投
げ
て
殖
れ
た
の
で
す
が
、
所
謂

非
常
に
大
き
な
人
類
愛
と
云
ひ
ま
す
か
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
考
へ
を
終
始
持
つ
て
居
つ

た
。
で
そ
れ
が
唯
だ
何
か
氣
紛
れ
に
、
一

時
何
か
や
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
く
、
完
成

す
る
迄
は
何
虞
迄
も
行
か
う
と
云
ふ
考
へ
で
あ
り
ま
す
。
純
て
の
努
力
を
そ
れ
に
傾
注

し
て
行
く
、
さ
う
し
て
や
っ
て
行
っ
た
の
だ
と
私
は
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
の
兄
は
非
常
に
氣
の
短
い
人
間
で
、
彼
是
と
云
ふ
と
直
ぐ
に
腕
力
を
出
す
、
斯
う

云
ふ
風
に
云
は
れ
て
非
常
な
氣
短
か
な
人
間
だ
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
私

は
子
供
の
時
に
、
殆
ど
明
治
七
年
か
ら
し
て
兄
の
膝
下
に
居
り
、
其
後
又
東
京
に
来
ま

し
て
も
や
は
り
兄
の
家
の
玄
闘
番
を
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
幾
度
び
殴
ら
れ
た
か
知
れ

ま
せ
ん
。
殆
ど
鐵
の
や
う
な
も
の
で
す
。
叩
か
れ
て
／
＼
私
は
質
は
何
と
云
ひ
ま
す

か
、
鋼
の
や
う
に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
の
位
叩
か
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
確

か
に
能
＜
腕
力
を
揮
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

自
分
の
弟
を
殴
り
附
け
る
、
そ
れ
は
尤
も

で
あ
り
ま
す
が
。
弟
ば
か
り
で
は
な

い
の
で
す
。
宜
に
自
分
の
長
官
な
ど
も
幾
度
び
か

殴
つ

て
居
る
の
で
す
。
（
笑
盤
）
さ
う
し
て
同
僚
は
無
論
の
こ
と
、

殆
ど
伊
澤
と
一

緒

に
勤
め
て
取
つ
組
合
ひ
を
し
な
い
人
間
は
無
い
だ
ら
う
と
云
ふ
位
に
よ
く
や
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
或
る
時
に
は
品
川
蒲
二
郎
さ
ん
の
農
商
務
大
臣
の
時
で
あ
り
ま
し
た
か
、

大
分
昔
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
品
川
さ
ん
の
書
生
を
し
て
居
つ
た
人
の
話
で
あ
り

ま
す
。
二
階
の
梯
子
段
か
ら
ガ
タ
／
＼
と
何
か
韓
が
つ
て
落
ち
て
来
た
。
ど
う
し
た
の

だ
ら
う
と
思
っ
た
所
が
、
品
川
禰
二
郎
さ
ん
と
伊
澤
修
二
の
二
人
が
取
つ
組
合
ひ
を
し

て
梯
子
段
の
上
か
ら
轄
が
り
落
ち
て
来
た
と
云
ふ
逸
話
が
残

っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
だ
か
ら
詰
り
上
だ
ら
う
と
下
だ
ら
う
と
同
僚
だ
ら
う
と
、
下
の
者
と
も
能
＜

や
る
。
貴
君
方
御
承
知
か
知
ら
ん
が
、
私
の
同
郷
の
者
で
法
學
博
士
の
高
橋
作
衛
と
云

ふ
私
と
殆
ど
同
期
の
人
間
で
す
。
後
に
法
制
局
長
官
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
貴
族
院

議
員
に
も
な
っ
た
り
し
て
遂
ひ
二
十
年
程
前
死
ん
だ
の
で
す
。
私
の
兄
が
保
證
人
を
し

て
居
つ
た
の
で
、
年
に
す
る
と
十
五
六
も
違
ふ
の
で
す
。
私
が
家
へ
蹄
つ
て
見
る
と
バ

タ
／
＼
や
っ
て
、
高
橋
作
衛
を
捩
伏
せ
て
か
う
し
て
上
か
ら
頻
り
に
殴
つ
て
居
つ

た
。

（
笑
墜
）
私
は
之
を
ど
う
云
ふ
風
に
見
る
か
と
云
ふ
と
、
私
の
兄
の
非
常
な
熱
、
そ
れ

か
ら
し
て
人
を
差
別
的
に
考
へ
な
い
。
上
の
人
間
で
も
同
僚
で
も
下
の
者
で
も
喧
嘩
す

る
。
所
が
下
の
者
と
は
多
く
の
人
は
喧
嘩
し
ま
せ
ん
。

下
の
者
だ
と
云
ふ
意
味
で
見
下

し
て
居
る
か
ら
で
す
。
所
が
私
の
兄
は
非
常
に
正
直
で
あ
る
か
ら
し
て
、
自
分
よ
り
下

の
者
で
も
自
分
と
同
等
に
考
へ
る
か
ら
、
間
違
っ
た
事
が
あ
る
と
直
ぐ
取
つ
組
合
ひ
を

始
め
る
。
（
笑
啓
）
さ
う
云
ふ
謁
で
す
。
そ
れ
で
多
く
の
人
は
私
の
兄
が
非
常
な
短
氣

者
で
無
暗
に
腕
力
を
揮
ふ
と
云
ふ
や
う
に
云
つ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
是
は
私
の
兄
の
非

常
な
熱
、
非
常
な
愛
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
云
ふ
風
に
そ
れ
を
私
説
明
す
る
か
と
云
ふ

と
、
例
へ

ば
日
本
で
唖
に
物
を
云
は
せ
た
の
は
私
の

兄
が
初
め
で
す
。
吉
川
金
蔵
と
云

ふ
人
を
兎
に
角
掴
へ
て
来
て
、
私
の
兄
は
盲
唖
學
校
の
校
長
で
し
た
が
、
是
は
學
校
で

敦
へ
る
の
で
な
く
、
所
謂
盲
唖
學
校
の
生
徒
の
内
で
比
較
的
頭
の
好
い
者
で
、
是
な
ら

ば
敦
へ
て
出
来
る
だ
ら
う
と
斯
う
云
ふ
風
に
考
へ
て
、
さ
う
し
て
非
常
に
忙
し
い
中
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
週
間
に
二
度
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
自
分
の
家
へ
伴
れ
て
来

て
、
さ
う
し
て
非
常
な
熱
、
非
常
な
愛
を
以
て
之
を
数
育
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
其
の
時

に
は
非
常
に
氣
を
長
く
し
て
、
何
時
も
能
＜
腕
力
を
揮
ふ
人
間
が
、
あ

A
云
ふ
風
に
幾

ら
云
つ
て
も
分
ら
な
い
者
を
掴

へ
て
一
生
懸
命
に
や
つ
て
居
る
。
随
分
氣
の
長
い
人
間

だ
と
思
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
年
か
掛
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
二
三
年
掛
っ
た
で
せ
う
。
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到
頭
唖
が
物
を
云
ふ
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
是
は
ヴ
ヰ
ジ
ブ
ル
、

ス
ピ

ー
チ
（
視
話
法
）

と
云
ふ
も
の
A

應
用
で
あ
り
ま
す
が
、
物
を
云
は
せ
た
。
吉
川
金
蔵
と
云
ふ
人
は
名
古

屋
の
人
で
あ
り
ま
す
が
、

名
古
屋
に
蹄
つ
て
父
母
に
向
つ
て
、
「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ

ん
、
只
今
蹄
り
ま
し
た
」
と
云
ふ
こ
と
を
云
っ
た
時
に
父
母
は
慟
哭
し
て
、
質
に
有
難

い
こ
と
だ
と
云

つ
て
、

生
れ
な
が
ら
に
し
て
物
が
云
へ
な
か

っ
た
も
の
が
、

「
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
只
今
饉
り
ま
し
た
」
と
云
ふ
こ
と
を
云

つ
て
呉
れ
た
と
云
ふ
の
で
非
常
に

感
謝
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
兎
に
角
人
間
を
一
人
物
を
云
へ
る
や
う
に
し
て
や
っ
た
の

で
、
子
供
が
斯
う
云
ふ
風
に
な
っ
た
と
云
つ
て
質
に
慟
哭
し
た
。
さ
う
云
ふ
や
う
な
人

間
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
唯
だ
無
暗
と
理
窟
無
し
に
人
を
殴
る
と
云
ふ
の
で
は
な

く
し
て
、
殿
る
の
は
阪
つ
て
此
の
人
間
を
善
く
し
よ
う
と
云
ふ
考
へ

、
そ
れ
か
ら
し
て

正
し
い
厳
論
を
し
て
行
く
時
に
は
何
慮
迄
も
や
る
。
到
頭
今
の
や
う
に
品
川
薦
二
郎
さ

ん
と
取

つ
組
合
ひ
を
し
て
二
階
か
ら
落
ち
る
と
云
ふ
や
う
な
非
常
な
熱
を
持
つ
て
居
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
限
る
こ
と
は
決
し
て
好
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
が
、

男
と
生
ま
れ
て
其
の
位
な
熱
が
欲
し
い
と
思
ひ
ま
す
。
殊
に
今
の
世
の
中
に
は
斯
様
な

者
が
欲
し
い
。
唯
だ
も
う
自
分
の
云
ひ
た
い
事
も
云
は
ず
に
、
何
虞
か
ら
か
廊
迫
を
受

け
る
と
云
ふ
と
参
つ
て
、
自
分
の
一
念
と
云
ふ
も
の
を
猿
表
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

云
ふ
今
の
世
の
中
で
す
。
私
は
今
日
の
世
の
中
を
見
て
自
分
の
兄
を
追
想
す
る
こ
と
は

非
常
に
深
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
私
の
兄
は
精
力
絶
倫
と
申
し
ま
せ
う
か
、
質
に
驚
く
べ
き
精
力
家
で
あ
り

ま
し
た
。
で
是
は
非
常
の
時
に
虞
す
る
と
云
ふ
か
、
も
う
少
し
云
ふ
な
ら
ば
日
々
に
虞

す
る
と
云
ふ
こ
と
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
殆
ど
病
氣

と
云
ふ
こ
と
を
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
う
し
て
働
く
時
に
は
三
日
や
四
日
は
徹
夜

し
て
も
何
等
差
支
へ
な
い
と
云
ふ
や
う
な
非
常
に
強
い
身
閥
で
非
常
な
精
力
家
で
あ
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
終
始
接
し
て
居
つ
て
、
朝
は
相
嘗
に
早
く
起
き
、
夜
は

大
抵
十
二
時
前
に
寝
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遅
く
な
れ
ば
徹
夜
も
し
ま
す
。
そ
れ
で

自
分
の
意
見
書
な
ど
A

云
ふ
も
の
は
悉
く
自
分
で
書
い
て
提
出
し
て
居
る
。
是
は
ま
ア

私
が
此
虞
で
御
披
露
し
た
や
う
な
例
へ

ば
音
楽
取
調
掛
り
と
云
ふ
時
代
か
ら
し
て
＿
音
楽

學
校
長
時
代
、
長
い
間
學
校
に
居
り
、
音
楽
界
に
は
多
少
貢
献
を
し
た
と
思
ひ
ま
す
け

れ
ど
も
、
其
の
時
分
の
記
録
な
ど
が
兄
の
家
に
保
存
し
て
あ
る
か
ど
う
か
、
恐
ら
く
も

う
無
く
な
つ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
れ
は
賓
に
何
と
云
ひ
ま
す

か
、
汗
牛
充
棟
と
云
ひ
ま
す
か
、
非
常
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
悉
く
そ
れ
は

自
分
で
書
き
ま
し
た
。
餘
り
人
の
手
を
掛
け
ん
と
云
ふ
や
り
方
で
あ
り
ま
す
。
段
々
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
か
ら
色
々
な
項
目
に
少
し
づ
A

獨
れ
て
参
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
日
え
ら
い
喧
し
い
の
は
思
想
問
題
と
云
ひ
ま
す
か
、
或
は
日
本
精
神
と

云
ひ
ま
す
か
、
さ
う
云
ふ
事
が
近
頃
大
愛
高
調
さ
れ
て
来
て
私
非
常
に
結
構
な
事
だ
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。
私
も
全
く
今
の
國
民
精
紳
の
振
興
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
同
感
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
吾
々
共
は
敷
十
年
貿
は
努
力
し
て
来
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、是

は
私
の
兄
が
最
も
早
く
、
最
も
強
く
主
張
し
た
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
此
の
書
物
に

も
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
明
治
二
十
三
年
に
私
の
兄
が
國
家
敦
育
記
と
云
ふ
も

の
を
創
立
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
此
の
國
家
敦
育
祉
の
創
立
精
紳
と
云
ふ
も
の
に
非

常
に
力
を
入
れ
た
の
で
す
。
さ
う
し
て
相
営
に
詳
し
く
園
家
敦
育
祉
の
精
稗
と
云
ふ
も

の
を
説
明
し
て
居
る
。
國
家
敦
育
肛
の
要
綱
と
云
ふ
の
に
、
例
へ
ば
第
一
に
忠
君
愛
図

の
元
氣
を
養
成
喚
猿
す
べ
き
と
A

云
ふ
こ
と
を
第
一
番
の
要
綱
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

此
の
事
の
第
に
私
の
兄
が
非
常
に
長
い
間
自
分
の
大
き
な
犠
牲
を
彿
つ
て
、
さ
う
し
て

園
家
敦
育
祉
の
為
に
證
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
で
其
の
掌
時
の
大
日
本
数
育
會
と
云
ふ

も
の
は
、
是
は
或
る
意
味
の
官
憲
の
背
景
を
持

っ
た
半
官
半
民
の
や
う
な
敬
育
會
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
到
抗
す
る
と
云
ふ
意
味
で
は
な
か

っ
た
で
あ
り
ま
せ

う
が
、
兎
に
角
此
の
國
家
敦
育
社
と
云
ふ
も
の
を
創
め
て
、
國
家
敦
育
肛
と
云
ふ
も
の

は
名
前
に
示
す
如
く
國
家
主
義
と
云
ふ
こ
と
を
高
調
し
ま
し
て
運
動
を
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
非
常
な
大
勢
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
結
局
後
に
な
つ
て
か
ら
大

日
本
敦
育
會
と
云
ふ
も
の
も
是
と
同
化
す
る
と
云
ふ
か
、
此
の
趣
旨
を
賛
成
し
て
、
ニ

つ
の
も
の
が
劉
立
す
る
必
要
は
な
い
と
云
ふ
の
で
到
頭
是
は
合
併
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
今
日
の
帝
國
敦
育
會
と
云
ふ
も
の
に
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
近
頃
日
本
精
紳
或
は

國
民
精
紳
と
云
つ
て
何
か
偉
い
大
猿
明
の
如
く
世
の
中
に
之
を
振
廻
す
人
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
事
は
珍
ら
し
い
狡
見
で
も
な
く
て
、
或
る
意
味
か
ら
云

へ
ば
我
が
國
は
開
闊
以
来
、
酪
國
以
来
の
皇
國
で
あ
り
ま
し
て
、
唯
だ
そ
れ
が
一
時
欧

洲
の
物
質
文
明
を
輸
入
す
る
に
急
で
あ
っ
た
か
ら
し
て
、
そ
れ
で
暫
ら
く
、
何
と
云
ふ

か
、
餘
り
云
ふ
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
其
の
弊
が
現
は
れ
掛
つ
た
時
に
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私
の
兄
は
、
是
は
最
早
さ
う
云
ふ
こ
と
で
は
い
か
ん
と
云
ふ
考
へ
か
ら
し
て
、
明
治
二

十
三
年
に
今
日
や
つ
て
居
る
や
う
な
運
動
を
始
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
り
な
が
ら
私

の
兄
は
相
掌
に
廣
い
心
持
を
持
つ
て
居
り
ま
し
た
。
図
家
主
義
と
云
ひ
ま
す
か
、
國
家

と
云
ふ
も
の
を
無
論
第

一
に
考
え
る
こ
と
、
日
本
の
國
殻
の
翁
厳
と
云
ふ
も
の
を
尊
重

す
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
良
い
所
が

あ
っ
た
ら
之
を
取
っ
て
宜
い
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
私
の
兄
の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
＿
音
楽
敦
育
に
就
き
ま
し
て
も
一
音
楽
取
調
掛
り
で
、
詰
り
日
本
の
固
有
の
一
音
楽
で
あ

る
と
か
、
或
は
長
唄
で
あ
る
と
か
、
琴
で
あ
る
と
か
三
味
線
で
あ
る
と
か
云
ふ
日
本
の

昔
架
を
研
究
し
て
、
是
は
無
論
保
存
し
且
つ
高
調
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
同
時

に
、
西
洋
―
音
楽
と
云
ふ
も
の
を
是
は
好
い
所
が
多
い
か
ら
そ
れ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
云
ふ
考
へ
方
か
ら
し
て
、

詰
り
日
本
の
音
楽
の
好
い
所
は
之
を
保
存
し、

の
み
な

ら
ず
西
洋
の

l

音
楽
の
好
い
所
を
取
入
れ
や
う
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
考
え
方
で
、
さ
う
し

て
今
日
に
至
っ
て
居
る
の
だ
と
私
は
素
人
な
が
ら
さ
う
思
っ

て
居
る
。
大
閥
兄
の
考
え

方
は
さ
う
云
ふ
や
う
な
考
え
方
を
し
て
居
る
か
と
思
ひ
ま
す
。
其
の
事
は
澤
山
私
の
兄

の
や
っ
た
仕
事
に
就
て
御
検
討
下
さ
れ
ば
分
る
と
思
ひ
ま
す
。

大
閥
さ
う
云
ふ
や
う
な
輪
廓
を
御
話
し
て
置
き
ま
す
が
、
私
素
人
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
素
人
な
が
ら
兄
が
ど
ん
な
風
に
一
音
楽
と
云
ふ
も
の
を
考
へ

、
そ
れ
か
ら
＿
音
楽
と

云
ふ
も
の
に
盛
し
た
と
か
云
ふ
こ
と
を
門
外
漢
と
し
て
御
話
し
ま
す
。
私
の
兄
は
先
刻

も
御
話
し
ま
し
た
や
う
に
、
日
本
人
は
述
も
一
音
楽
の
能
力
が
無
い
か
ら
免
除
し
て
や
ら

う
と
云
は
れ
た
位
な
音
楽
に
就
て
は
無
智
で
あ
り
ま
す
。
所
が
そ
れ
で
は
な
ら
ぬ
、
是

非

―
つ
日
本
人
に
＿音楽
と
云
ふ
も
の
を
典

へ
な
け
れ
ば

い
か
ん
と
云
ふ

こ
と
か

ら

し

て、

そ
こ
で
自
分
が
饉
つ
て
か
ら
ど
う
し
た
と
か
云
ふ
と、

自
分
が
非
常
に
尊
敬
し
た

メ
ー
ソ
ン
先
生
を
雇
敦
師
と
し
て
日
本
に
招
聘
し
ま
し
た
。
さ
う
し
て
時
の
東
京
師
範

學
校
、
今
の
東
京
高
等
師
範
學
校
の
副
校
長
と
云
ふ
地
位
に
居
る
。
其
頃
で
あ
り
ま
す

か
ら
し
て
そ
れ
で
メ
ー
ソ
ン
先
生
を
招
聘
し
て
来
て
、
さ
う
し
て
學
校
に
一音
楽
と
云
ふ

も
の
を
正
科
と
し
て
課
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
て
、
さ
う
し
て
東
京
師
範
學
校
の
附

屍
小
學
校
及
び
幼
稚
園
に
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
入
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
時
に
私
は

附
隔
小
學
校
の
生
徒
で
あ
り
ま
し
て
、
さ
う
し
て
今
日
御
出
で
に
な
り
て
居
る
か
知
れ

ま
せ
ん
が
、
幸
田
延
子
さ
ん
な
ど
A

一
緒
に
、
其
の
時
分
は
男
女

一
緒
で
あ
っ

た
と
思

ひ
ま
す
が
、
そ
れ
で
メ
ー
ソ
ン
先
生
か
ら
し
て
唱
歌
の
直
博
を
受
け
た
の
で
あ
り

ま

す
。
（
笑
盤
）
其
時
に
メ
ー
ソ
ン
先
生
の
通
辮
を
為
さ
つ

て
下
さ

っ
た
の
が
後
に
高
嶺

さ
ん
の
奥
さ
ん
に
な
っ
た
方
で
吾
々
は
「
春
の
領
生
の
曙
に
」
と
か
、
「
螢
の
光
」
と

か
、
私
は
直
接
メ
ー
ソ
ン
先
生
か
ら
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
學
び
ま
し
て
、
其
方
で
は
吾

々
が
大
學
な
ど
に
行
っ
て
も
若
く
は
高
等
中
學
、
今
の
高
等
學
校
で
す
が
、
私
が
唱
歌

の
先
生
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
の
兄
は
丸
き
り
＿
音
楽
と
云
ふ
も
の
に
何
も
智
識
が
無
か
っ

た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
私
は
子
供
の
頃
の
事
を
覺
え
て
居
る
の
に
、
琴
を
山
勢
松
韻
先
生
に
學
び
ま

し
た
。
怪
し
げ
な
が
ら
琴
を
弾
き
ま
し
て
六
段
位
は
ど
う
や
ら
弾
け
る
程
度
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
オ
ル
ガ
ン
を
、
其
の
時
分
に
は
オ
ル
ガ
ン
と
云
ふ
も
の
は
日
本
に
幾

つ
と

い
ふ
位
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
オ
ル
ガ
ン
を
買
つ
て
来
て
、
さ
う
し
て
箪

昔
だ
け
な
ら
ば
ど
う
や
ら
弾
け
る
程
度
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
例
の
紀
元
節

の
歌
「
雲
に
そ
び
ゆ
る
高
千
穂
の
」
あ
れ
は
私
の

兄
が
作
曲
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

其
時
に
私
は
兄
の
助
手
に
使
は
れ
ま
し
た
。
兄
が
之
を
作
曲
し
て
さ
う
し
て
オ
ル
ガ

ン

で
弾
い
て
私
に
歌
は
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
方
が
兄
よ
り
う
ま

い
の
で
す
か
ら
し

て
歌
っ
た
の
で
す
が
、

（
笑
盤
）
所
が
一
と
所
兄
が
オ
ル
ガ

ン
を
弾
く
け
れ
ど
も
、

私

が
自
然
に
歌
つ
て
行
く
と
云
ふ
と
ど
う
し
て
も
兄
の
弾
い
て
居
る
譜
と
違
ふ
の

で
す。

さ
う
し
て
兄
が
何
遍
も
や
ら
し
て
見
た
所
が
、
お
前
の
方
が
好
い
か
も
知
れ
な
い
と
云

ふ
繹
で、

（
笑
磐
）
成
程
お
前
の
方
が
自
然
だ
と
云
ふ
風
な
こ
と
で
、

私
の
歌
ひ
方
を

採
用
し
て
呉
れ
ま
し
て
、

そ
れ
が
何
虞
の
所
で
あ
る
か
は
つ
き
り
記
憶
し
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、

兎
に
角
私
が
紀
元
節
の
歌
の
一
部
分
だ
け
作
曲
し
た
。
（
笑
盤
）
斯
う
云
ふ
誇

り
を
感
じ
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
貴
君
方
に
私
の
兄
が
一
音
楽
學
校
の
校
長
と
し
て
ど
ん
な
に
盤
し
た
か
と
云

ふ
こ
と
を
申
上
げ
る
こ
と
は
是
は
殆
ど
繹
迦
に
説
法
で、

さ
う
云
ふ
や
う
な
や
ぼ
臭
い

事
は
申
し
ま
せ
ん
。
私
の
兄
は
一
音
楽
學
校
の
校
長
と
し
て
＿
音
楽
敦
育
と
云
ふ
も
の
に
非

常
に
努
力
し
た
と
云
ふ

こ
と
A

同
時
に
、
音
楽
其
物
を
國
民
の
間
に
普
及
し、

さ
う
し

て
猿
展
さ
す
る
と
云
ふ

こ
と
に
就
て
非
常
な
努
力
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
日
本
―音
楽

會
の
創
立
で
あ
り
ま
す
。
是
に
は
や
は
り
相
営
な
有
力
な
人
々
の
賛
成
を
得
な
け
れ
ば
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な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
か
ら
し
て
、
其
の
時
分
に
は
富
豪
と
云
ふ
も
の
は
餘
り
世
の
中
に

な
か
っ
た
し
、
大
し
て
さ
う
云
ふ
者
を
尊
敬
し
な
い
時
代
で
す
か
ら
し
て
、
華
族
の
内

の
地
位
の
高
い
人
々
、
そ
れ
か
ら
し
て
役
人
と
か
大
臣
と
か
云
ふ
連
中
で
す
。
さ
う
云

ふ
者
を
説
い
て
大
日
本
音
楽
會
と
云
ふ
も
の
作
っ
て
、
是
は
確
か
會
長
に
は
侯
爵
の
鍋

島
直
大
さ
ん
が
な
ら
れ
て
居
つ
た
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
す
。
さ
う
し

て
月
に
一
逓
で
あ
る
か
二
た
月
に

一
遍
で
あ
る
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
年
に
敷
回
昔

楽
會
を
開
い
て
、
さ
う
し
て
所
謂
國
民
の
間
に
＿
音
楽
と
云
ふ
も
の
を
普
及
さ
せ
る
と
云

ふ
こ
と
に
非
常
な
努
力
を
し
ま
し
た
。
是
は
相
掌
長
く
績
き
ま
し
て
、
今
で
も
あ
る
か

ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
最
近
ま
で
相
嘗
貢
猷
し
て
居
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

私
が
其
頃
の
事
で
朧
氣
な
記
憶
は
、
大
日
本
音
楽
會
の
主
催
と
云
ふ
か
或
は
後
援
と

云
ひ
ま
す
か
、
此
の
ホ
ー
ル
が
出
来
た
時
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て

私
は
切
符
を
貰
つ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
ホ
ー
ル
は
明
治
二
十
三
年

と
か
に
出
来
た
で
す
か
ら
し
て
、
或
は
其
の
時
の
演
奏
會
ぢ
や
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

其
時
の
私
の
記
憶
か
ら
す
る
と
、
質
に
私
の
や
う
な
何
も
音
楽
に
闘
す
る
智
識
の
無
い

者
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
賓
は
門
前
の
小
憎
習
は
ぬ
経
を
讀
む
で
、
私
に
は
非
常
に
愉

快
な
氣
持
が
し
た
の
で
す
。
能
＜
兄
が
話
し
た
の
で
す
が
、
自
分
が
大
日
本
―音
楽
會
で

演
奏
會
を
や
っ
て
西
洋
＿
音
楽
を
紹
介
し
た
、
其
時
エ
ッ
ケ
ル
ト
と
か
ソ
ブ
レ
ー
と
か
云

ふ
よ
う
な
人
が
来
て
、
さ
う
云
ふ
人
が
中
心
に
な
っ
て
西
洋
―音
楽
を
や
る
、
そ
れ
か
ら

立
派
な
紳
士
が
澤
山
来
て
聘
い
て
呉
れ
る
、
そ
こ
で
今
日
の
音
楽
で
何
虞
が
好
か
っ
た

か
。
初
め
に
来
て
や
る
所
が
一
番
好
か
っ
た
。
さ
う
か
何
虞
だ
。
大
勢
出
て
来
て
ピ
ン

＜
ボ
ン
／
＼
頻
り
に
や
つ
て
居
る
、
あ
れ
が
一
番
面
白
か
っ
た
。
所
が
よ
く
聞
い
て

見
る
と
初
め
の
調
子
を
合
せ
て
居
る
所
な
の
で
す
。
（
笑
磐
）
そ
れ
が
一
番
好
か
っ
た

と
云
ふ
。
ま
ア
さ
う
云
ふ
程
度
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
立
派
な
大
臣
と
か
、
や

れ
華
族
さ
ん
と
か
、
其
外
金
持
も
ち
つ
と
は
来
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
さ
う

云
ふ
日
本
の
所
謂
上
流
社
會
の
人
が
来
た
。
其
の
大
日
本
昔
架
會
の
切
符
は
其
の
頃
の

五
圃
位
で
今
は
そ
れ
が
百
圏
位
に
な
る
で
せ
う
、
非
常
に
高
い
切
符
で
す
。
さ
う
し
て

＿
音
楽
を
普
及
し
よ
う
と
云
ふ
考
へ
で
す
か
ら
、
聰
い
て
何
虞
が
好
い
か
と
訊
く
と
調
子

を
合
せ
る
の
が
面
白
か
っ
た
と
云
ふ
、
斯
う
云
ふ
時
代
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
兎

に
角
非
常
な
熱
と
非
常
な
努
力
を
以
て
開
拓
し
て
、
さ
う
し
て
今
日
の
や
う
な
隆
盛
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
自
分
の
兄
の
事
を
楽
屋
か
ら
褒
め
て
甚
だ
可
笑
し
い
の

で

す
け
れ
ど
も
、
私
は
さ
う
思
つ
て
居
り
ま
す
。

私
は
最
後
に
申
上
げ
ま
す
が
、
無
論
音
架
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
、
又
―音
楽
敦
育
と

云
ふ
こ
と
の
為
に
は
私
の
兄
が
相
嘗
に
盛
し
且
つ
貢
献
し
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
是
は
買

は
私
の
兄
の
大
き
な
人
格
の
―
つ
の
現
は
れ
で
あ
り
ま
す
。
私
は
七
十
一
の
年
に
な
っ

て
兄
と
云
ふ
も
の
を
追
想
し
て
見
る
と
質
に
非
常
な
人
格
者
で
あ
る
。
之
を
若
し
も
政

治
家
に
移
し
ま
す
な
ら
ば
、
純
理
大
臣
位
に
は
な
つ
て
何
等
差
支

へ
な
い
。
之
を
又
外

の
方
面
に
使
ふ
な
ら
ば
ど
ん
な
事
で
も
出
来
た
の
だ
と
云
ふ
風
に
考
へ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
で
私
は
結
論
だ
け
申
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
敦
育
家
と
云
ふ
も
の
は
大
人
格
者
、
も

う
少
し
違
っ
た
言
葉
で
云
ふ
な
ら
ば
、
例
へ
ば
孔
子
と
か
孟
子
と
か
云
ふ
や
う
な
人
が

是
が
敦
育
家
で
、
是
は
大
人
格
者
で
又
大
為
政
家
で
あ
り
ま
す
。
聖
人
と
云
ふ
言
葉
を

使
ひ
ま
す
が
、
大
為
政
家
で
あ
り
ま
す
。
大
為
政
家
が
大
敦
育
家
で
あ
る
。
さ
う
し
て

大
為
政
家
と
云
ふ
も
の
は
大
人
格
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
う
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。
所
謂
學
校
で
以
て
生
徒
に
敦
へ
る
と
云
ふ
こ
と
は
そ
れ
は
さ
う
云
ふ
形
で
現
は
れ

て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
人
の
人
格
と
云
ふ
も
の
A

反
映
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
依
つ

て
敦
育
と
云
ふ
も
の
A

効
果
が
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
私
の
兄
の
如
き

は
大
人
格
者
で
あ
り
、

一
面
か
ら
云
へ
ば
大
為
政
家
で
あ
っ
た
が
、
次
に
大
な
る
一
音
楽

敦
育
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
斯
様
に
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
〔
後
略
〕

鈴

木

米

次

郎

私
は
只
今
御
紹
介
下
さ
い
ま
し
た
東
洋
―
音
楽
學
校
に
居
り
ま
す
鈴
木
米
次
郎
で
あ
り

ま
す
。
第
三
回
の
卒
業
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。
學
校
の
名
簿
を
見
ま
す
と
第
三
回
は
高
天

原
に
で
も
あ
る
や
う
な
風
に
、
紳
代
の
人
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。
＿
音
楽
取
調
係
出
身

と
か
何
と
か
書
い
て
あ
る
や
う
で
す
が
、
私
は
さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
や
は
り
東

窓
音
楽
學
校
の
第
三
回
の
卒
業
生
の
免
朕
を
頂
い
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
絃

で
私
か
ら
訂
正
す
る
こ
と
は
可
笑
し
い
け
れ
ど
も
、
學
校
の
御
嘗
局
の
方
に
そ
れ
を
申

上
げ
て
、
何
だ
か
紳
代
の
人
の
や
う
に
考
へ

ら
れ
る
と
大
い
に
若
返
り
た
い
と
思
ひ
ま

し
て
段
々
年
を
取
っ
て
行
く
や
う
に
思
っ
て
は
甚
だ
残
念
で
あ
り
ま
す。
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今
日
は
丁
度
昨
日
校
長
か
ら
、
伊
澤
多
喜
男
先
生
が
見
え
て
伊
澤
校
長
の
御
話
を
し

て
下
さ
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
出
て
其
の
営
時
の
思
ひ
出
を
話
せ
と
云
ふ
御
懇
切
な
御
手

紙
が
あ
り
ま
し
て
、
ど
う
も
色
々
考
へ
て
見
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
斯
う
云
ふ
大
家
、
我

が
國
の
敦
育
の
大
家
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
伊
澤
先
生
の
や
う
な
、
我
が
図
の
維
新
以
来
我

が
図
民
敦
育
に
偉
大
な
る
貢
献
を
致
さ
れ
た
先
生
の
思
ひ
出
を
語
る
と
云
ふ
こ
と
は
餘

り
に
大
き
な
事
で
、
未
だ
私
の
先
翡
も
澤
山
居
り
ま
す
の
に
、
私
が
差
出
が
ま
し
く
出

る
と
云
ふ
こ
と
は
ど
う
か
と
思
ひ
ま
し
て
、
一

旦
御
断
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
居
り
ま

し
た
の
で
す
。
所
が
斯
う
云
ふ
大
家
を
自
分
の
先
生
と
仰
い
で
敦
へ
を
受
け
た
と
云
ふ

こ
と
は
今
か
ら
考
へ

ま
す
と
賓
に
名
餐
の
事
だ
と
思
ひ
ま
し
て
、
又
思
ひ
直
し
て
厚
顔

ま
し
く
も
今
日
出
た
繹
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
先
生
の
事
を
申
し
上
げ
る
と
或
は
自
然
自

分
の
事
を
申
上
げ
る
や
う
な
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
或
は
自
己
宜
俸
が
ま
し
い
所
も
出

て
参
り
ま
せ
う
と
思

っ
て
居
り
ま
す
が
、
是
は
御
容
赦
を
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

賓
は
私
も
思
ふ
所
が
あ
り
ま
し
て
明
治
十
九
年
に
＿
音
楽
取
調
所
に
欧
洲
管
絃
楽
の
憚

習
生
と
し
て
入
學
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
明
治
十
九
年
と
申
し
ま
す
と
餘
程

前
の
事
で
あ

っ
て
、
伊
澤
多
喜
男
先
生
の
今
の
御
話
を
伺
つ
て
見
ま
す
と
、
是
は
最
も

古
い
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
亦
随
分
古
い
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
一
寸
考
へ
ま
し
て

も
汽
車
は
未
だ
上
野
の
下
に
は
無
い
時
代
で
、
無
論
電
燈
も
電
話
も
無
い
時
代
で
あ
り

ま
す
。
皆
徒
歩
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
時
代
で
あ
っ
て
、
東
海
道
も
汽
車

は
函
府
津
邊
迄
き
り
無
い、

其
の
先
は
無
い
時
代
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
我
が
國

の
敦
育
も
文
化
も
賓
に
程
度
の
低
か
っ
た
時
代
だ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
取
調

所
は
何
慮
に
ご
ざ
い
ま
す
か
と
云
ひ
ま
す
と
、
丁
度
上
野
公
園
の
電
車
の
終
黙
の
公
園

口
の
所
を
入
り
ま
し
た
所
で
、

あ
す
こ
は
高
い
所
で
、
雨
大
師
の
所
に
至
り
ま
す
所
で

ず
つ
と
見
睛
し
に
な

っ
て
居
り
ま
す
。
あ
す
こ
は
樹
木
鬱
蒼
と
し
て
古
狸
が
棲
む
か
と

云
ふ
や
う
な
時
代
で
あ

っ
て
、
あ
す
こ
に
外
國
の
教
師
の
官
舎
が
五
六
軒
列
ん
で
在
り

ま
し
て
、
其
の
一
番
最
初
の
所
に
昌
平
館
と
申
し
ま
す
建
物
が
あ
り
ま
し
て
、
其
虞
が

＿音
楽
取
調
所
で
あ
り
ま
し
た
。
殆
ど
あ
の
邊
は
も
う
霊
猶
ほ
暗
い
と
云
ふ
や
う
な
鬱
蒼

と
し
た
所
で
、
此
の
邊
は
又
薬
原
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
薬
草
を
植
ゑ
て
置
い
た

所
の
場
所
だ
と
記
憶
し
て
居
り
ま
す
。
僅
か
に
此
の
角
に
昔
の
墓
が
残
っ

て
未
だ
に
あ

る
だ
ら
う
と
思

っ
て
居
り
ま
す
が
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
淋
し
い
所
で
あ

っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。で

さ
う
云
ふ
所
で
授
業
を
先
づ
受
け
ま
し
て
唱
歌
を
初
め
て
習
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
私
は
違

っ
た
方
面
か
ら
入
り
ま
し
た
か
ら
全
く
學
校
に
入
っ
て
か
ら一音
楽
を
學

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
掌
時
は
1
2
3
4
と
書
い
て

ヒ
フ
ミ
ヨ
と
云

つ
て
歌
っ

た
。
後
で
又
其
の
事
に
就
い

て
御
話
し
致
し
ま
す
が
、
1
2
3
と
敷
字
を
書
い
て
ヒ
フ

ミ
と
云

つ
て
歌

っ
た
。
是
は
伊
澤
先
生
の
御
考
案
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
歌

を
歌
ひ
ま
す
の
に
は
都
合
の
好
い
事
で、

敷
字
の
勘
定
で
音
が
高
く
な

っ
た
り
低
く
な

っ
た
り
し
て
行
く
と
云
ふ
こ
と
は
考
え
て
も
面
白
い
。
そ
れ
か
ら
又
半
音
を
ち
ゃ
ん
と

歌
ふ
。
今
は
半
＿
音
の
名
稲
が
無
い
が
、
ヒ
ト
、
フ
タ
、
ミ
ヨ
、
ヤ
イ
、
斯
う
云
ふ
風
に

半
音
を
ち
ゃ
ん
と
歌

つ
て
行
く
や
う
に
な
っ
て
居
つ
て
、
中
々
教
授
方
法
か
ら
考
へ
て

見
ま
し
て
も
凝
っ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
其
の
稽
古
を
致
し
ま
し
た
時
に
は
始
終
立

派
な
紳
士
が
正
装
を
し
て
臨
席
さ
れ
て
居
る
。
唱
歌
の
時
と
云
ふ
と
必
ず
臨
席
さ
れ

る
。
初
め
は
誰
で
あ
る
か
分
ら
な
か

っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
所
が
分
つ
て
見
る
と
そ

れ
が
伊
澤
先
生
で
あ
っ

て
、
伊
澤
先
生
は
必
ず
其
の
席
に
居
ら
れ
て
新
入
生
の
盤
を
始

終
桧
査
さ
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
今
か
ら
考
え
て
見
ま
す
と
云
ふ
と
、
校

長
御
自
身
が
来
て
初
め
て
入
っ
た
生
徒
に
試
験
を
さ
れ
て
居
る
。
誠
に
恐
縮
の
至
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
段
々
色
々
の
稽
古
が
あ
り
ま
し
て
、
オ
ル
ガ
ン
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
時

分
に
や
は
り
唱
歌
が
聞
え
る
。
其
時
や
は
り
同
じ
盤
で
以
て
御
話
が
あ
る
。
後
で
訊
い

て
見
る
と
そ
れ
は
新
曲
の
試
演
だ
さ
う
で
す
。
新
し
い
歌
を
生
徒
に
歌
は
せ
て
先
生
が

御
自
身
で
以
て
椋
討
し
て
居
ら
れ
た
。
又
或
る
時
は
五
六
人
寄
り
ま
し
て
一音
楽
を
合
奏

し
て
居
る
。
所
謂
溜
楽
を
合
奏
し
て
居
る
。
其
の
時
分
は
支
那
の
一音
楽
を
や

っ
て
居
ら

れ
た
の
で
す
。
其
の
研
究
も
や
っ
て
居
ら
れ
た
。
能
く
先
生
は
直
接
さ
う
云
う
事
を
や

つ
て
居
ら
れ
る
。
時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
簡
輩
な
事
を
省
き

ま
す
か
ら
臨
の
抜
け
た
や
う
な
事
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

其
頃
又
竹
の
之
豪
と

申
し
ま
し
て
、
今
の
美
術
展
覧
會
の
あ
る
所
に
共
進
會
と
云
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

天
皇
陛
下
が
行
幸
に
な
り
、
私
共
も
や
は
り
先
生
に
伴
れ
ら
れ
ま
し
て
其
の
場
所
に
参

り
ま
し
て
新
作
の
歌
を
歌
っ
た
。
是
は
陛
下
の
上
聞
に
達
す
る
や
う
に
と
云
ふ
の
で
、

先
生
御
自
身
で
生
徒
を
伴
れ
て
行
か
れ
、
職
員
も
一
緒
に
行
っ
て
歌

っ
た
。
陛
下
が
遥
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か
に
御
廻
莞
に
な
り
ま
す
後
ろ
姿
を
拝
し
な
が
ら
歌
つ
て
居
っ
た
の
で
す
。

賓
に
恐
れ

多
い
事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
伊
澤
先
生
は
ど
う
か
し
て
＿
音
棄
の
位
置
を
高
め
、
さ
う
し

て
普
及
を
さ
せ
る
と
云
ふ
こ
と
を
非
常
に
御
苦
心
に
な
っ
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
凡
ゆ
る
機
會
に
さ
う
云
ふ
や
う
な
色
々
な
事
を
御
考
へ
に
な
つ
て
、
生
徒
を
伴

れ
て
行
っ
て
、
始
終
成
る
た
け
上
流
の
方
面
、
又
有
識
者
の
集
會
の
場
所
に
常
に
伴
れ

て
行
か
れ
て
、
さ
う
し
て
一
方
に
於
て
は
さ
う
云
ふ
行
儀
作
法
を
生
徒
に
赦
授
さ
れ
ま

し
て
、
他
方
面
に
於
て
は
音
楽
の
狡
展
を
考
へ
ら
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に

今
日
其
の
事
を
考
へ
ま
す
と
云
ふ
と
、
先
生
の
御
苦
心
と
云
ふ
も
の
は
賞
に
涙
の
こ
ぽ

れ
る
や
う
な
御
働
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
後
先
生
は
又
日
本
―
音
楽
會
と
云

ふ
の
を
鍋
島
侯
爵
と
、
今
一
寸
伊
澤
先
生
か
ら
其
の
御
話
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
會
を

御
椿
へ
に
な
っ
て
、
さ
う
し
て
常
に
吾
々
共
を
演
奏
會
に
御
引
伴
れ
に
な

っ
て
、
歌
を

歌
へ
る
者
は
其
慮
の
中
で
働
く
と
云
ふ
や
う
な
風
に
色
々
な
祉
會
の
教
育
を
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
誠
に
其
の
嘗
時
は
祉
會
の
有
様
と
云
ふ
も
の
、
又
交
際
耽
會
の
有
様
と

云
ふ
も
の
は
賞
に
程
度
の
低
い
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
指
導
者
が
な
け
れ
ば
高
貴
の
席

に
出
る
と
云
ふ
こ
と
は
中
々
難
か
し
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
は
さ
う
云
ふ
事
に

ま
で
生
徒
を
誘
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
誠
に
後
で
は
幸
ひ
を
し
た
事
が
澤
山

あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

丁
度
私
は
二
十
一
年
に
卒
業
致
し
ま
し
て
、

直
ぐ
様
講
習
に
出
ろ
と
云
ふ
こ
と
で、

田
含
の
講
習
に
参
り
ま
し
て
饉
つ
て
参
り
ま
し
て
報
告
を
致
し
ま
す
と
、
先
生
は
是
か

ら
私
に
神
奈
川
縣
の
師
範
學
校
に
行
け
と
云
ふ
こ
と
で
私
は
無
論
東
京
に
居
る
者
で
あ

っ
て
、
田
合
に
行
く
事
は
望
ま
な
い
と
云
ふ
と
、
先
生
は
一
言
、
口
答
を
せ
ず
に
直
ぐ

神
奈
川
に
行
け
と
中
々
烈
し
い
の
で
す
。
そ
れ
で
横
濱
と
云
ふ
所
は
自
分
の
教
師
の
ソ

ー
ブ
レ
ッ
ト
、
そ
れ
の
居
る
所
で
あ
っ
て
、
外
國
人
も
澤
山
居
る
か
ら
、
堂
時
私
は
英

語
の
方
も
や
つ
て
居
る
の
で
、
英
語
の
研
究
に
も
な
る
け
れ
ど
も
、
あ
す
こ
は
英
語
の

昔
楽
の
赦
師
が
居
る
か
ら
お
前
に
一
番
適
賞
だ
、
校
長
に
約
束
し
て
あ
る
か
ら
直
ぐ
行

け
と
い
ふ
の
で
、
は
い
と
い
ふ
繹
で
、
近
い
か
ら
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
居
り
ま
し

た
。
所
が
二

十
二
年
に
憲
法
の
狡
布
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
の
學
校
で
は
色
々
準
備

を
為
さ
れ
て
居
る
。
私
の
學
校
の
方
で
も
東
京
か
ら
通
ふ
の
だ
か
ら
東
京
と
打
合
せ
を

し
ろ
と
い
ふ
の
で
打
合
せ
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
丁
度
其
の
時
分
に
、
外
山
正
一
博
士

が
萬
歳
を
唱
へ
る
と
い
ふ
事
を
始
め
ら
れ
て
、
其
の
稽
古
を
し
た
。
さ
う
し
て
稽
古
を

し
た
り
、
こ
ち
ら
の
先
生
を
し
て
居
た
坪
井
玄
道
と
い
ふ
人
が
指
導
者
と
な
つ
て
其
の

練
習
を
や
り
、
さ
う
し
て
初
め
て
憲
法
猿
布
の
時
に
、
二

重
橋
の
前
で
、
陛
下
を
迎
ヘ

奉
つ
て
、
さ
う
し
て
丁
度
其
時
國
民
皆
兵
と
い
ふ
こ
と
が
あ
っ
て
、
皆
制
服
が
一
定
さ

れ
、
學
生
服
を
學
生
が
着
て
、
今
の
金
釦
で
各
學
校
の
生
徒
が
整
列
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
其
時
に
特
に
差
許
さ
れ
て
青
山
の
練
兵
場
で
観
兵
式
の
拝
観
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
其
日
は
泥
滓
の
非
常
に
悪
い
道
で
あ
り
ま
し
た
が
、
其
道
を
陛
下
の
臨
簿
の
後
を

騒
け
て
参
り
ま
し
て
、
さ
う
し
て
拝
親
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
丁
度
其
時
か
ら
初
め
て

例
の
萬
歳
々
々
と
い
ふ
こ
と
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
其
年
の
暮
で
あ

り
ま
す
が
、
憲
法
疲
布
が
過
ぎ
ま
し
て
か
ら
後
、
直
ぐ
伊
澤
先
生
か
ら
私
に
東
京
に
婦

れ
と
い
ふ
こ
と
で
、
私
は
喜
ん
で
飛
ん
で
参
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
第
一
高
等
學
校
に

行
け
と
い
ふ
。
あ
す
こ
は
怒
戯
の
學
生
が
居
て
難
か
し
い
十
分
や
れ
。
其
時
に
は
そ
の

多
喜
男
先
生
も
生
徒
で
あ
っ
て
暴
れ
た
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
中
々
管
理
が
行

届
か
な
い
か
ら
、
ど
う
も
う
ま
く
行
か
な
い
か
ら
あ
す
こ
へ
行
っ
て
う
ま
く
や
れ
と
云

ふ
。
そ
れ
か
ら
自
分
も
其
氣
で
や
り
ま
し
て
自
分
の
友
達
が
生
徒
に
な
っ
た
も
の
だ
か

ら
、
家
に
饉
れ
ば
友
達
で
あ
る
。
學
校
に
行
け
ば
生
徒
で
あ
る
。
其
の
嘗
時
は
ま
だ
ピ

ア
ノ
が
無
く
、
オ
ル
ガ
ン
を
理
科
大
學
か
ら
貰
つ
て
来
ま
し
て
、
そ
れ
で
稽
古
を
し
ま

し
た
。
所
が
敦
材
は
何
か
と
い
ふ
と
小
學
唱
歌
集
―
―
一
冊
、
そ
れ
か
ら
説
祭
日
の
歌
を
稽

古
し
ろ
。
其
の
命
令
以
外
の
赦
材
を
使
ふ
と
大
目
玉
を
被
む
る
の
で
す
か
ら
仕
方
が
な

い
が
、
是
は
學
科
が
違
ふ
か
ら
法
科
も
居
る
し
、
佛
闇
西
語
の
生
徒
も
居
る
し
、
英
語

の
生
徒
も
居
る
。
各
國
の
言
葉
で
赦
へ
た
方
が
よ
い
だ
ら
う
と
い
ふ
の
で
、
そ
れ
を
其

の
國
々
の
言
葉
で
赦
へ
た
。
生
徒
の
方
で
は
言
葉
に
釣
込
ま
れ
て
知
ら
ず
知
ら
ず
歌
を

憶
え
て
行
く
。
日
本
語
の
歌
は
歌
は
な
い
。
西
洋
の
歌
を
歌
ふ
の
で
す
が
、
其
の
方
が

便
利
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
伊
澤
先
生
に
は
内
密
で
や
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
大
成
功
を
牧
め
ま
し
て
、
そ
こ
で
＿
音
楽
フ
ァ
ン
が
出
来
ま
し
て
、
段
々
う
ま
く
行

く
様
に
な
っ
て
来
ま
し
た
が
…
…
餘
り
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
の
で
こ
れ
で
中
止
致
し

ま
す
が
悪
し
か
ら
ず
御
容
赦
を
願
ひ
ま
す
。
伊
澤
先
生
の
事
を
申
上
げ
る
に
は
、
中
々

一
時
間
や
二
時
間
は
愚
か
三
日
か
四
日
か
A

る
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
大
勢
先
輩
の
御
方

も
居
ら
れ
ま
す
の
で
是
で
御
勘
辮
を
願
ひ
ま
す
。
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永

井

幸

次

私
は
丁
度
伊
澤
先
生
が
御
僻
め
に
な
っ
た
翌
年
入
っ
て
来
た
の
で
、
先
生
の
授
業
は

受
け
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
在
校
中
に
三
度
程
先
生
に
接
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で

私
の
ク
ラ
ス
に
河
野
虎
雄
と
い
ふ
江
戸
つ
子
の
ち
ゃ
き
／
＼
が
居
り
ま
し
て
、
其
頃
の

學
生
の
間
に
は
随
分
剣
舞
を
や
る
事
が
流
行
っ
て
居
っ
た
の
で
す
。
私
等
も
河
野
と
ニ

人
で
稗
田
の
錦
輝
館
に
行
っ
て
剣
舞
を
見
た
り
詩
吟
を
睦
い
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
婦
り
途
に
河
野
君
が
、
唱
歌
に
一
っ
剣
舞
の
手
を
附
け
て
見
な
い
か
、
そ
れ
は
一

つ
や
つ
て
見
よ
う
と
い
ふ
の
で
、
私
は
其
時
河
野
の
家
に
居
つ

た
も
の
で
す
か
ら
、
河

野
の
家
で
、
二
尺
差
を
腰
に
差
し
て
、
「
敵
は
幾
萬
」
を
私
が
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
歌
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
合
せ
て
河
野
が
剣
舞
を
や
つ
て
見
た
。
そ
れ
が
何
う
も
面
白
く
な

い
。
（
笑
認
）
そ
れ
か
ら
日
本
少
年
の
歌
と
い
ふ
歌
の
曲
で
歌
つ

て
居
り
ま
す
あ
の
曲

に
、
破
邪
曲
と
い
ふ
歌
が
山
田
美
妙
齊
の
作
で
出
来
て
居
る
。
そ
れ
を
弾
い
て
や
っ
た

所
が
、
と
て
も
面
白
く
合
ふ
の
で
す
。
そ
れ
で
夜
ド
タ
ン
バ
タ
ン
や
つ
て
居
つ
た
所
が
、

河
野
君
の
お
母
さ
ん
が
上
つ
て
来
て
、
面
白
さ
う
だ
か
ら
刀
を
出
し
て
来
て
や
る
と
い

ふ
の
で
、
河
野
の
お
母
さ
ん
が
刀
を
出
し
て
来
て
、
私
が
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
、
剣
舞

を
や

っ
た
。
と
て
も
面
白
い
の
で
す
。
丁
度
其
事
を
翌
日
鳥
居
先
生
に
話
し
た
所
が
、

―
つ
や

つ
て
見
い
と
い
ふ
事
で
、
下
の
部
屋
で
や
っ
た
の
で
す
。

刀
が
無
い
の
で

ス
テ

ツ
キ
を
持
つ
て
や
っ
た
の
で
す
。
さ
う
し
た
所
が
、
是
は
面
白
い
と
、
大
い
に
鳥
居
先

生
は
賛
成
さ
れ
た
。
此
時
に
翌
日
帝
國
赦
育
會
の
猿
會
式
か
何
か
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
明
治
二
十
七
年
で
し
た
か
ら
、
日
清
戦
季
が
始
ま
っ
た
時
で
、
此
所
で
三
日
ば
か

り
大
會
が
あ
り
ま
し
た
。
其
の
大
會
で
湯
本
武
比
古
と
い
ふ
方
が
講
演
さ
れ
た
後
で
、

其
の
剣
舞
を
や
つ
て
見
せ
て
呉
れ
と
い
ふ
こ
と
で
（
笑
盤
）
そ
れ
か
ら
河
野
が
や
っ
た

の
で
す
。
所
が
非
常
な
喝
采
だ
っ

た
。
（
笑
磐
）
所
謂
剣
舞
の
格
好
で
、
捧
を
十
字
に

か
け
て
、
白
鉢
巻
を
し
て
、
股
立
を
か
ら
け
て
、
前
奏
か
ら
弾
出
し
て
や
っ
た
所
が
、

と
て
も
面
白
く
い
っ
た
。
鳥
居
先
生
も
其
の
前
日
、
刀
の
扱
ひ
方
の
す
べ
、

鞘
に
納
め

る
す
べ
も
知
ら
ぬ
の
だ
か
と
い
ふ
の
で
、
鳥
居
先
生
に
、
教
育
會
の
幹
事
の
方
に
居
合

抜
の
名
人
が
居
る
か
ら
作
法
を
習
へ
と
云
は
れ
て
、
前
の
日
に
下
の
室
で
一
時
間
習
ひ

ま
し
た
。
其
人
が
蹄

つ
て
か
ら
も
河
野
が
頻
り
に
練
習
し
て
、

其
の
翌
日
猿
表
し
た
繹

で
す
。
そ
れ
が
非
常
な
喝
采
を
博
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
来
た
数
育
家

が
見
て
鱚
つ
て
、
忽
ち
そ
れ
が
流
行
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
剣
舞
附
の
唱
歌
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
後
に
閥
操
唱
歌
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
段
々
愛
化
し
て
今
の
童
謡
舞
踊
に

な
つ
て
来
て
居
る
繹
で
す
。
色
々
な
愛
遷
を
見
ま
す
と
面
白
い
の
で
す
。
そ
れ
で
其
の

数
育
會
で
や
っ

た
時
に
、

其
の
河
野
と
私
と
開
根
と
い
ふ
人
が
同
じ
ク
ラ
ス
で
ピ
ア
ノ

を
弾
い
た
の
で
す
が
、
其
の
三
人
が
鱚
ら
う
と
し
て
玄
闘
の
所
に
来
ま
す
と
、
鳥
居
先

生
が
一
寸
待
て
と
云
は
れ
て
、
私
等
三
人
を
、
伴
て
行
く
所
が
あ
る
か
ら
来
て
呉
れ
と

云
は
れ
る
。
そ
れ
か
ら
行
っ
た
所
は
上
野
の
廣
小
路
の
所
で
、
何
所
に
行
っ
た
か
今
覺

え
ま
せ
ん
が
、
何
で
も
料
理
屋
に
伴
れ
て
行
か
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
後
か
ら
赦
育
會

の
幹
事
連
が
見
え
ま
し
て
、
私
等
は
鳥
居
先
生
の
傍
で
小
さ
く
な
っ
て
居
り
ま
し
た

が
、
さ
う
す
る
内
に
御
馳
走
が
出
て
末
ま
し
て
私
等
學
生
と
し
て
は
珍
ら
し
い
御
馳
走

で
す
。
…
…
ま
ア
大
し
た
御
馳
走
で
も
な
い
が
學
生
と
し
て
は
珍
ら
し
い
御
馳
走
で
喜

ん
で
食
べ
て
居
つ
た
。
さ
う
し
て
私
等
三
人
が
坐
っ
て
居
る
前
へ
伊
澤
先
生
が
来
ら
れ

て
ド
カ

ツ
と
坐
ら
れ
た
。
紋
付
梵
織
袴
で
来
て
居
ら
っ
し
や
っ
た
の
で
す
。
さ
う
し
て

剣
舞
を
先
生
が
非
常
に
褒
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
好
い
事
を
始
め
て
呉
れ
た
。
新
機
軸
を

創
つ
て
呉
れ
た
。
之
を
盆
々
研
究
し
て
呉
れ
る
様
に
（
笑
盤
）
…
…
や
が
て
猿
展
し
た

ら
ば
日
本
の
オ
ペ
ラ
に
な
る
だ
ら
う
と
い
ふ
様
な
事
で
、
私
等
も
非
常
に
喜
ん
で
、
鳥

居
先
生
も
居
合
抜
の
稽
古
ま
で
し
た
と
い
ふ
事
を
話
さ
れ
て
、
非
常
に
喜
ん
で
下
さ
つ

た
。
盆
々
研
究
す
る
様
に
と
い
ふ
事
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
段
々
様
子
を
見
ま
す
と
、

東
京
の
師
範
學
校
の
生
徒
が
翌
年
の
會
に
は
、
「
敵
は
幾
萬
」
に
手
を
附
け
て
出
し
て

居
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
小
學
校
の
生
徒
な
ど
が
、
「
朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
」
と
い
ふ
様
な
歌
に

手
を
附
け
た
り
し
て
や
つ
て
居
り
ま
し
た
。
さ
う
い
ふ
様
な
事
で
、
是
か
ら
童
謡
舞
踊

に
愛
化
し
た
と
思
ひ
ま
す
。
も
う
一
っ
御
話
し
た
い
事
は
、
或
日
の
事
私
等
ク
ラ
ス
の

者
が
、
盲
唖
學
校
に
、
伊
澤
修
二
先
生
が
今
日
は
い
ら
っ
し
や
る
日
だ
か
ら
生
徒
を
伴

れ
て
来
い
と
い
ふ
事
で
、
多
分
其
時
は
小
山
先
生
の
引
率
で
あ

っ
た
と
思
ひ
ま
す
、
先

程
伊
澤
多
喜
男
先
生
か
ら
御
話
が
あ
り
ま
し
た
様
に
、
丁
度
伊
澤
先
生
が
赦
育
な
さ
つ

た
唖
の
生
徒
を
舞
豪
に
上
げ
て
、

其
の
唖
の
生
徒
と
問
答
を
な
さ
っ
た
り
、
唖
の
生
徒

に
「
君
ケ
代
」
を
歌
は
せ
な
さ

っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
其
の
生
徒
に
演
説
を
さ
せ
た
り
な

さ
つ
た
の
で
す
。
宜
に
明
瞭
で
、
そ
れ
は
も
う
驚
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
唖
の
生
徒
と

先
生
が
問
答
を
な
さ
っ
た
り
、
先
生
が
云
ひ
な
さ
っ
た
事
を
口
員
似
さ
せ
た
り
し
て
、
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履
歴
（
要
約
）

弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
七
月
二
十
八
日
東
京
市
下
谷
匿
仲
徒
町
三
丁
目
三
拾
爪
番
地

に
於
て
生
。

嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
六
月
五
日
故
山
勢
検
校
慶
風
一
に
就
き
拾
七
年
間
策
曲
修

業。

万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
四
月
十
三
日
山
清
勾
富
慶
賀
一
と
称
し
等
曲
指
南
を
始
む
。

明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
二
月
十
三
日
先
師
山
勢
検
校
死
去
に
付
同
家
を
相
績
し
松
韻

と
改
名
す
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
六
月
七
日
音
楽
取
調
と
し
て
出
勤
に
付
為
手
嘗

一
ヶ
月
金
拾

五
圏
。
俗
曲
改
良
を
担
当
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
五
月
十
八
日
音
楽
取
調
掛
御
用
掛
申
し
付
け
ら
れ
、
取
扱
判

任
に
準
し
月
俸
金
戴
拾
円
。

山
勢
松
韻
（
や
ま
せ
し
ょ
う
い
ん
）

旧
名
慶
賀

＿
、
東
京
府
平
民

色
々
の
事
を
貫
験
し
て
見
せ
て
下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
其
の
生
徒
が
一
寸
間
違
へ
ま
す

と
、
生
徒
の
手
を
取
っ
て
、
喉
の
所
に
手
を
取
っ
て
、
喉
に
手
を
嘗
て
A

聞
か
せ
な
さ

る
。
さ
う
い
ふ
時
の
態
度
を
見
ま
し
て
、
質
に
濫
情
の
籠
つ
た
親
切
な
赦
授
の
仕
方
で

あ
る
と
、
私
は
し
み
/
＼
其
時
に
感
じ
た
の
で
す
。
あ
A

い
ふ
風
に
不
具
の
生
徒
を
導

く
の
に
は
本
常
に
親
切
と
努
力
と
熱
を
以
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
ん
だ

と
思
ひ
ま
し
た
。
又
此
の
學
校
ば
か
り
で
な
く
、
東
京
の
盲
唖
學
校
、
或
は

吃
音
矯

正
、
さ
う
い
ふ
様
な
事
で
澤
山
の
人
を
御
救
ひ
に
な

つ
て
居
る
と
い
ふ
様
な
事
を
考
へ

ま
す
時
に
、
本
嘗
に
先
生
は
大
赦
育
家
で
あ

っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
思
ひ
、
吾
々
の
母
校

が
其
の
先
生
の
御
仕
事
の
―
つ
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
其
の
恩
恵
に
浴
し
て
今
日
あ
る
こ

と
を
得
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
感
じ
ま
し
て
、
何
虞
ま
で
も
先
生
を
思
ふ
と
共
に
、

此
の
母
校
の
猿
展
を
祈
り
た
い
と
思

つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
御
話
を
し
た

い
と
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
是
で
失
證
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
ひ
ま
す
。

（
『
教
育
音
楽
』
第
十
八
巻
一
号
、
昭
和
十
五
年
一
月
）

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
自
今
月
俸
金
廿
五
園
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
二
月
五
日
職
務
勉
励
候
に
付
為
手
営
金
賦
拾
五
圃
を
受
く
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
三
月
三
日
自
今
月
俸
金
三
拾
園
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
依
願
御
用
掛
差
免
。
同
日
音
楽
取
調
掛
雇
申

付
月
俸
金
廿
五
圏
。
二
月
十
日
訓
育
唖
院
兼
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
二
月
二
十
二
日
訓
育
唖
院
雇
申
付
月
俸
金
拾
八
園
。
三
月
三

十
日
東
京
府
臨
よ
り
工
藝
品
共
進
會
審
査
員
を
依
嘱
さ
れ
る
。

同
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
一
月
二
十
四
日
明
治
二
十
一
年
十
月
中
大
須
賀
万
和
外
四

名
と
申
合
せ
養
育
院
へ
施
入
の
目
的
を
以
て
井
生
村
楼
に
於
て
琴
曲
合
奏
會
を
催
し

該
収
入
金
百
七
拾
園
同
院
へ
寄
贈
候
段
奇
特
に
付
為
其
賞
木
杯
壱
個
下
賜
さ
れ
る
。

二
月
二
十
二
日
等
曲
集
第
戴
編
楽
譜
校
正
を
嘱
托
さ
れ
る
。
三
月
二

十
九
日
等
曲
集

第
戴
編
架
譜
校
正
を
嘱
托
さ
れ
手
富
金
拾
訊
圏
を
受
く
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
五
月
新
築
校
舎
開
校
式
に
自
作
の
〈
都
の
春
〉
被
露

す

る。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
四
月
十
七
日
東
京
音
楽
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
日

叙
奏
任
官
六
等
。
同
日
年
俸
金
百
戴
拾
園
下
賜
さ
れ
る
。
同
日
掌
校
盲
生
弾
琴
教
授

を
嘱
托
さ
れ
一
ヶ
月
手
嘗
金
拾
園
を
贈
ら
れ
る
。

同
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)
東
京
音
楽
學
校
退
職
。

同
四
十
一
年
(
-
九

0
八
）
九
月
九
日
没
す
。

作
曲
作
品

〈朧
月
〉〈
花
の
雲
〉〈
松
島
八
景
〉
〈
四
季
の
友
〉
〈
新
年
〉
な
ど
。

山
勢
松
韻
の
紹
介
文
(
『
-
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
二
号
、
明
治
二
十
六
年
五
月
）

正
八
位
山
勢
松
韻
君
之
履
歴

ぎ

は

う

な

ん

君
は
幕
臣
吉
田
義
方
氏
の
男
に
し
て
弘
化
二
年
七
月
廿
八
日
江
都
下
谷
仲
徒

ち

ま

ち

士
町
に
生
る
三
歳
に
し
て
明
を
失
ひ
姉
某
の
手
に
養
育
せ
ら
れ
五
歳
の
時
自
ら

等
の
調
子
を
合
せ
人
を
し
て
其
敏
捷
に
驚
か
し
め
た
り
君
が
性
と
し
て
常
に
遊

戯
を
好
み
或
は
火
の
見
憂
に
登
り
て
凧
を
揚
げ
或
は
塀
を
渡
る
等
憂
も
常
人
に
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